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３
月
12
日
（
日
）、
第
45
回
天
草

パ
ー
ル
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
出
場
し
た
約

４
６
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
、
10
㌔
、
４
・
２
㌔
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
春
の
上
天
草
路
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
誕
生
し
て

以
来
、
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
「
遅

い
あ
な
た
が
主
役
で
す
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
ど
お
り
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

は
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
し
た
。
４
・
２
㌔
コ
ー
ス
に
設

け
ら
れ
た
仮
装
の
部
に
は
１
３
２
人

が
参
加
。
本
格
的
な
手
作
り
衣
装
な

ど
を
身
に
ま
と
っ
た
人
た
ち
が
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、各
コ
ー

ス
の
沿
道
に
は
選
手
た
ち
を
応
援
す

る
た
め
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
励
ま

し
の
声
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
矢
野
町
の
『
賎し
ず

の
女め

老
人
ク
ラ

ブ
』
か
ら
出
場
し
た
メ
ン
バ
ー
は
「
天

気
も
良
か
っ
た
し
最
高
。
仲
間
た
ち

と
の
打
ち
上
げ
が
楽
し
み
」
と
ゴ
ー

ル
後
も
笑
顔
で
し
た
。

　

大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く

の
人
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日

の
大
会
受
付
や
給
水
所
な
ど
で
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
え
、
大

矢
野
中
や
上
天
草
高
校
の
生
徒
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
り
、
大
会
運
営

の
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
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施政方針と
平成29年度予算

市長 堀江 隆臣

　２月20日開会の平成29年第１回市議会定例会で、堀江
市長が平成29年度の施政方針を表明しました。その概要を
お知らせします。（全文は市ホームページに掲載しています。）

施政方針

　

平
成
29
年
度
は
、
熊
本
地
震
か
ら
の

復
旧
復
興
の
元
年
と
し
て
、
地
震
に
よ

る
影
響
を
克
服
し
、
地
域
経
済
基
盤
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
安
全

安
心
や
暮
ら
し
や
す
さ
の
充
実
強
化
、

地
域
の
防
災
力
の
強
化
を
一
層
図
る
た

め
、
各
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、
普
通
交

付
税
の
さ
ら
な
る
減
額
が
見
込
ま
れ
る

中
、
義
務
的
経
費
な
ど
を
除
く
裁
量
的

経
費
に
つ
い
て
、
前
年
度
の
一
般
財
源

所
要
額
の
90
％
ま
で
と
す
る
厳
し
い
要

求
基
準
を
設
け
、
全
て
の
部
局
に
お
い

て
、
創
意
工
夫
に
よ
る
歳
出
削
減
と
歳

入
確
保
に
向
け
た
見
直
し
を
行
い
、「
将

来
を
見
据
え
た
基
盤
づ
く
り
」「
未
来

を
支
え
る
人
及
び
財
源
づ
く
り
」「
災

害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
に
重
点
的
に

予
算
を
配
分
し
、
集
中
的
な
投
資
と
健

全
な
財
政
状
況
を
両
立
す
る
メ
リ
ハ
リ

の
利
い
た
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
市
を
取
り
巻
く
厳
し

い
財
政
環
境
と
、
合
併
以
来
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
健
全
財
政
に
向
か
い
つ

つ
あ
る
現
在
の
流
れ
を
堅
持
し
て
い
き

ま
す
。

総
務
企
画
部
門

　

平
成
29
年
度
の
組
織
改
正
に
つ
い

て
、
市
が
抱
え
る
政
策
課
題
に
取
り
組

む
た
め
の
最
適
な
組
織
体
制
の
形
成
を

目
指
し
、
組
織
間
の
業
務
量
の
平
準
化

　

前
島
地
区
総
合
開
発
に
つ
い
て
、
交

差
点
改
良
は
、
前
島
地
区
の
皆
さ
ま
が

安
心
、
安
全
に
道
路
を
利
用
で
き
る
よ

う
平
成
30
年
度
末
の
竣
工
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。
国
道
２
６
６
号
の
拡
張
に

つ
い
て
は
、
既
に
本
年
１
月
に
着
手
し
、

平
成
29
年
度
に
市
道
前
島
２
号
線
・
１

号
線
改
良
工
事
を
発
注
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
心
と
な
る
観
光

施
設
は
、
基
本
設
計
を
基
に
自
然
公
園

法
の
手
続
き
を
経
て
、
平
成
30
年
度
竣

工
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

樋
合
地
区
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
つ
い
て

は
、
樋
合
地
区
と
の
共
生
、
市
内
企
業

と
の
連
携
、
自
然
景
観
と
の
調
和
な
ど

の
観
点
か
ら
、
進
出
を
予
定
し
て
い
る

企
業
と
の
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
樋
合
地
区
の
利
便
性
向
上
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
た
検
討

を
進
め
ま
す
。
こ
の
開
発
計
画
は
、
樋

合
地
区
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
上
天
草

市
の
観
光
振
興
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
誘
致
が
実
現
で

き
る
よ
う
市
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
く
所
存
で
す
。

経
済
振
興
部
門

　

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
第
２
次

総
合
計
画
で
最
重
点
戦
略
に
位
置
付
け

て
お
り
、
生
産
基
盤
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、

新
規
就
農
者
の
確
保
や
農
地
集
積
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
生
産
技
術

の
導
入
に
向
け
た
農
業
者
へ
の
研
修
助

い
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
上
天
草

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
本
市
へ
の

人
の
流
れ
」、「
安
定
し
た
魅
力
あ
る
雇

用
の
創
出
」
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
、

地
方
創
生
の
本
格
的
な
事
業
展
開
に
向

け
た
取
組
み
を
加
速
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
以
降
、
国
の
地
方
創
生

関
連
交
付
金
を
活
用
し
、
６
次
産
業
化

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
資
源

を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
型
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
の

展
開
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
都
市
部
で

の
移
住
相
談
会
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
、

移
住
支
援
助
成
金
制
度
な
ど
を
継
続
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
空
き
家
利

用
促
進
補
助
金
」
の
創
設
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
っ
た
移
住
促
進
策
の
展
開
を
図

り
ま
す
。
平
成
28
年
度
、
タ
レ
ン
ト
の

ロ
バ
ー
ト
秋
山
さ
ん
を
起
用
し
、
大
き

な
反
響
を
呼
び
市
の
知
名
度
向
上
に
貢

献
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
、
平
成
29
年
度
も
内
容
を
刷
新
し
て

実
施
し
、
流
入
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

　

千
巌
山
開
発
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
、

ト
イ
レ
、
展
望
所
ま
で
の
車
道
の
整
備

に
着
手
し
ま
す
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

障
が
い
が
あ
る
人
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
の

魅
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
展
望
所
の

整
備
に
つ
い
て
も
、
平
成
30
年
度
末
の

竣
工
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

を
図
る
た
め
、
所
属
の
新
設
、
統
廃
合
、

事
務
の
移
管
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。　

　

防
災
面
で
は
、
昨
年
は
熊
本
地
震
や

土
砂
災
害
な
ど
、
災
害
が
多
発
し
た
年

で
し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
29
年
度
に
地
域
防
災
計
画

の
本
格
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
自

主
防
災
組
織
に
つ
い
て
も
、
１
０
０
％

の
組
織
率
を
目
指
す
と
と
も
に
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
動
け
る
自
主
防
災
組
織

を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
大
矢
野
地
区

お
よ
び
龍
ヶ
岳
地
区
の
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
も
、
平
成
29

年
度
の
着
工
に
向
け
て
現
在
実
施
設
計

業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

入
札
契
約
制
度
に
お
い
て
は
、
契
約

事
務
の
透
明
性
、
公
平
競
争
性
の
向
上

と
適
正
な
履
行
確
保
を
図
り
、
談
合
そ

の
他
の
不
正
行
為
の
排
除
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

や
品
質
の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争

を
通
じ
て
受
注
者
の
決
定
が
な
さ
れ
る

よ
う
、
諸
法
令
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

地
場
企
業
の
受
注
機
会
の
確
保
を
図
る

な
ど
、
地
元
企
業
の
経
営
安
定
と
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
人
口
規

模
や
利
用
状
況
な
ど
に
見
合
っ
た
施
設

の
在
り
方
を
検
討
し
な
が
ら
、
施
設
維

持
管
理
に
係
る
財
政
負
担
の
軽
減
、
平

準
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

成
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
と
育
成
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
教
良
木
・
内

野
河
内
地
区
に
お
い
て
、
都
市
部
の
人

材
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
迎

え
入
れ
、
農
業
の
推
進
や
耕
作
放
棄
地

の
再
生
利
用
な
ど
、
地
域
力
の
維
持
・

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
猟
友

会
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用

箱
わ
な
の
設
置
、
捕
獲
隊
に
よ
る
駆
除

や
電
柵
設
置
助
成
に
よ
る
防
除
を
進
め

ま
す
。

　

水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体

と
連
携
し
て
、
魚
介
類
の
産
卵
・
生
育

の
場
と
な
る
藻
場
再
生
事
業
の
実
施
、

種
苗
放
流
の
他
、
小
中
学
生
を
対
象
に

魚
食
普
及
に
向
け
た
お
魚
料
理
教
室
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
現
在
使

わ
れ
て
い
な
い
車
エ
ビ
養
殖
場
を
ア
サ

リ
の
養
殖
場
と
し
て
復
活
さ
せ
、
産
業

化
に
よ
る
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

加
え
て
、
漁
港
施
設
の
機
能
保
全
に
向

け
た
取
組
み
と
し
て
、
漁
港
の
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
港
整
備
交

付
金
を
活
用
し
て
継
続
実
施
し
て
い
る

上
天
草
港(

江
樋
戸
港
区)

の
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
は
、
定
期

船
発
着
所
の
工
区
を
完
成
さ
せ
供
用
を

開
始
し
ま
す
。

　

観
光
産
業
に
つ
い
て
は
、
新
天
門
橋

の
完
成
が
間
近
で
あ
る
こ
と
や
「
長
崎

と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連

遺
産
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
期
待

さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
の
注
目
度

※写真はイメージです。
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は
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を
好

機
と
捉
え
、
効
果
的
に
観
光
誘
客
を
促

進
す
る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

市
の
持
つ
観
光
資
源
の
魅
力
の
強
化

や
開
発
に
取
り
組
み
、
長
期
的
な
上
天

草
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
「
観
光
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

定
着
を
図
る
た
め
、
漫
画
コ
ン
テ
ン
ツ

な
ど
を
活
用
し
た
誘
客
力
の
高
い
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
が
減
少
す
る
冬
に
は
、

素
晴
ら
し
い
景
観
を
活
用
し
た
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
、
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、
健
康
志

向
の
観
光
客
の
市
内
周
遊
・
滞
在
に
つ

な
が
る
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
は
、
グ

ル
メ
や
温
泉
、
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
魅
力

あ
ふ
れ
る
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地

と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
韓
国
、
台

湾
な
ど
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
図
り

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
寄
付
に
対
す
る
お
礼
品
の

贈
呈
を
開
始
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
寄
付
金
の
受
付
な
ど
を
導
入
し
た

こ
と
も
あ
り
、
年
々
寄
付
額
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
ま
で
は
平
均

約
４
６
０
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

27
年
度
は
約
４
６
０
０
万
円
、
平
成
28

年
度
は
３
億
２
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
対

策
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

６
次
産
業
に
つ
い
て
は
、「
上
天
草

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
に
基
づ
き
、
民
間
事
業
者
の
収

益
向
上
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。
民
間
事
業
者
の
開
発
・
加
工
・
販

売
に
係
る
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
た

研
修
や
、
商
品
の
販
売
先
の
拡
充
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

海
運
業
に
つ
い
て
、
本
市
は
国
内
で

も
有
数
の
拠
点
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
担
い
手
不
足
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
28
年

度
は
、
出
前
講
座
や
体
験
乗
船
の
開
催

な
ど
、
海
運
業
の
魅
力
や
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
市
内
外
に
周
知
す
る
こ
と

で
、
船
員
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
併
せ

て
、
就
職
・
進
学
・
人
材
育
成
の
補
助

金
を
創
設
し
、
海
運
事
業
者
、
船
員
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
平
成
29
年
度
は
、
さ
ら
な
る
海
運

業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
部
門

　
「
普
通
建
設
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し

た
道
路
改
良
・
舗
装
、
橋
り
ょ
う
補
修

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
橋
り
ょ
う
、

ト
ン
ネ
ル
、
法
面
な
ど
の
道
路
施
設
の

点
検
を
行
い
各
施
設
の
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

重
点
施
策
と
し
て
、
平
成
29
年
度
か

ら
３
か
年
の
計
画
で
合
併
特
例
債
を
活

用
し
た
市
道
の
舗
装
改
修
事
業
や
、
大

規
模
修
繕
補
助
・
交
付
金
を
活
用
し
た

樋
島
大
橋
の
補
修
工
事
な
ど
を
実
施

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活

平
成
27
年
３
月
に
「
上
天
草
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
』
を
実
現
で
き

る
よ
う
、
事
業
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
６
月
か
ら
助
成
対
象
を
小
学
３
年

生
か
ら
小
学
６
年
ま
で
拡
充
し
ま
し
た

が
、
本
年
６
月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

と
し
て
、
教
良
木
保
育
園
は
平
成
30
年

３
月
、
龍
ヶ
岳
地
区
に
つ
い
て
は
、
平

成
31
年
３
月
統
合
保
育
園
園
舎
建
設
完

成
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
は

「
上
天
草
市
障
が
い
者
計
画
」、「
上
天

草
市
障
が
い
福
祉
計
画
」、「
第
３
期
上

天
草
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
の
次
期
計
画
の
策
定
年
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
、

検
証
を
行
い
、『
安
心
・
快
適
な
暮
ら

し
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
、
計
画
策

定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
広
域
化
に
向
け
た
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
29

年
度
に
予
定
し
て
い
た
保
険
税
率
の
改

定
に
つ
い
て
は
、
激
変
緩
和
措
置
と
し

て
の
国
か
ら
の
財
政
支
援
や
、
県
内
の

状
況
、
本
市
の
平
成
28
年
度
実
績
見
込

み
な
ど
も
踏
ま
え
、
今
回
は
改
正
を
実

施
せ
ず
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
な
ど
に

市
民
生
活
部
門

　
「
上
天
草
市
環
境
基
本
計
画
」
に
掲

げ
る
『
人
と
海
が
ふ
れ
あ
う
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
上
天
草
市
』
の
実
現
を
目

指
し
、
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
を
保
全
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
市
民
や
事
業
者
と
連
携
し
、
市
民

の
環
境
に
対
す
る
理
解
や
意
識
を
高

め
、
海
岸
清
掃
な
ど
の
環
境
保
全
活
動

の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。
今
後

は
、
生
活
排
水
が
多
く
流
れ
込
む
大
矢

野
川
の
水
質
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
河
川
の
水
質
改
善
に
繋
が
る
研

修
会
や
水
環
境
改
善
へ
取
り
組
む
地
域

や
団
体
の
支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
の
循
環
型
社
会
を
目
指

す
取
組
み
に
つ
い
て
は
、発
生
抑
制
「
リ

デ
ュ
ー
ス
」、
再
使
用
「
リ
ユ
ー
ス
」、

再
生
利
用
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
３
Ｒ
運

動
の
取
組
強
化
を
図
り
、
適
正
で
効
率

的
な
ご
み
処
理
体
制
の
整
備
に
努
め
、

レ
ジ
袋
削
減
推
進
運
動
や
生
ご
み
処
理

機
購
入
費
補
助
事
業
も
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
家

庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
者
へ
の
助

成
制
度
を
最
新
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
設
備
に
ま
で
拡
充
し
て
実
施
し
ま

す
。健

康
福
祉
部
門

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
幹
線
道
路
、
国
道
、
県
道
整

備
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
国
、
県
、

関
係
機
関
に
対
し
要
望
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
早
期
に
事
業
効
果
が
表
れ
る
よ

う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

の
豪
雨
災
害
で
被
害
の
あ
っ
た
岩
谷
地

区
の
急
傾
斜
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施

主
体
で
あ
る
県
と
の
連
携
を
強
化
し
用

地
の
取
得
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
一
日

で
も
早
く
事
業
を
完
了
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
環
境
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
汚
水

処
理
人
口
普
及
率
は
48・28
％
と
県
下
で

も
か
な
り
低
い
現
状
で
す
。
産
業
の
基

盤
と
な
る
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
や

市
民
の
住
環
境
の
向
上
の
た
め
に
下
水

道
へ
の
加
入
促
進
と
合
併
浄
化
槽
の
普

及
促
進
の
一
層
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
財
務
会
計
を
企
業
会
計
に
移
行
し
、

経
営
の
健
全
性
や
計
画
性
・
透
明
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
施
設
整
備
に
お
い

て
は
「
下
水
道
長
寿
命
化
計
画
」
に
基

づ
き
施
設
の
改
修
を
行
い
、
事
故
発
生

や
機
能
停
止
を
未
然
に
防
止
し
、
安
定

し
た
汚
水
処
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
家
な
ど
が
、
防
災
、
衛
生
、
景
観

上
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
空

家
対
策
計
画
」
を
策
定
し
、
住
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
の
保
護
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

よ
り
、
病
気
の
早
期
発
見
や
重
症
化
予

防
に
努
め
、
医
療
機
関
の
適
正
受
診
や

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
な

ど
、
健
康
づ
く
り
や
医
療
費
の
適
正
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
地
方
創
生
推

進
交
付
金
を
活
用
し
て
ス
パ
・
タ
ラ
ソ

天
草
を
中
心
に
複
合
型
ス
ポ
ー
ツ
＆
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
ぜ
ん
そ
く
・
花
粉
症
対
策
と

し
て
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
海
洋
療
法
、
運

動
と
脳
ト
レ
を
合
わ
せ
た
ラ
イ
フ
キ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

　

幼
児
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
歯
科
保
健
と
し
て
、
市
内
全
校

で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
若
い
世
代
か
ら
の
健
康
づ

く
り
推
進
の
た
め
、
生
活
習
慣
病
健
診

を
19
歳
か
ら
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各

種
健
診
の
受
診
率
向
上
を
目
指
し
、
健

診
後
に
は
個
人
に
応
じ
た
保
健
指
導
を

行
い
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化

予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
新
た
に
不

妊
治
療
中
の
夫
婦
に
対
し
、
県
の
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
に
該
当
し
た
場
合
、

治
療
状
況
に
応
じ
上
乗
せ
し
て
助
成
し

ま
す
。
ま
た
、
一
般
不
妊
治
療
（
人
工

授
精
）
に
つ
い
て
も
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
上
天
草

市
高
齢
者
福
祉
計
画
」、「
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
引
き
続
き
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
食
の
自
立

施政方針と
平成29年度予算



9 8KAMIAMAKUSA　2017.04 広報上天草　４月号

支
援
、
緊
急
通
報
装
置
を
活
用
し
た
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
社
会
参
加
も
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
支
え
合
い
に
よ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

　

新
た
な
取
組
み
と
し
て
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
が
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
高
齢
者
が
よ
り

健
康
寿
命
を
持
続
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

推
進
し
ま
す
。

　

認
知
症
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
認
知
症
の
人
の
状
態
に
応
じ
た
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

医
療
、
介
護
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
、

そ
の
家
族
を
支
援
す
る
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

教
育
部
門

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
向
上

と
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
減
少
、
未

然
防
止
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
み

ま
す
。
個
別
指
導
や
校
内
研
修
な
ど
に

よ
る
教
職
員
の
指
導
力
向
上
に
取
り
組

み
、
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
不

登
校
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
課

題
解
決
に
努
め
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
の
教
育
や
、
英
語
教
育
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
運
営
に
お
い
て
は
、
目
標
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
地
域
住
民
・
保
護
者
と
共
有

し
、
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
子
ど
も
を

育
む
『
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
』
へ

と
転
換
し
て
い
く
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

地
域
な
ら
で
は
の
創
意
工
夫
を
生
か
し

た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
上
小
学
校

の
教
室
棟
の
改
築
に
向
け
て
、
地
質
調

査
・
基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
森
記
念
図
書
館

の
老
朽
化
に
伴
い
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
の
複
合
施
設
と
し
て
宮
津

地
区
に
新
設
し
、
市
民
の
交
流
の
場
と

し
て
親
し
み
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

公
民
館
活
動
で
は
「
い
き
い
き
成
人

大
学
」
を
開
催
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
生
き
甲
斐
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
国
際
文
化
体
験
、

人
権
教
育
、
文
化
振
興
、
市
史
編
さ
ん

事
業
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
実
施
し
、

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
松

島
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
ロ
マ
体
育
館
の
空

調
設
備
設
置
や
、
陸
上
競
技
場
の
人
工

芝
へ
の
改
修
な
ど
大
規
模
な
施
設
改
修

を
行
い
、
市
民
の
競
技
力
の
向
上
と
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
里
づ
く
り
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

小
学
校
の
運
動
部
活
動
に
つ
い
て
は

「
児
童
生
徒
の
た
め
の
運
動
部
活
動
及

び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
在
り
方
検
討
委
員

会
」
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
平
成

30
年
度
ま
で
に
は
、
市
内
の
全
小
学
校

の
部
活
動
を
社
会
体
育
へ
完
全
移
行
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
拡
充
の
一
環
と
し
て
、

奨
学
金
の
返
還
に
対
す
る
支
援
制
度
を

導
入
し
ま
す
。
平
成
29
年
度
以
降
に
上

天
草
市
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
人
を

対
象
に
、
学
校
卒
業
後
、
市
内
に
居
住

し
、
就
業
し
た
期
間
に
応
じ
て
助
成
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
取
組
み
に
よ
り
人

材
の
確
保
と
若
者
の
地
元
定
着
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業

　

主
な
事
業
と
し
て
、
湯
島
浄
水
場
前

処
理
施
設
工
事
、
大
潟
ポ
ン
プ
場
電
気

施
設
改
修
工
事
や
、
老
朽
管
対
策
と
し

て
樋
島
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事
な
ど

を
実
施
予
定
で
す
。
ま
た
、
管
路
・
施

設
台
帳
整
備
や
水
道
施
設
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、
安
全
安
心
な
浄
水

の
安
定
的
な
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て

活
力
あ
る
地
域
社
会
と
し
て
発
展
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
、
希
望
の
持
て
る
上
天
草
市

を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平成 29年度

予
算

平
成
29
年
度
の
一
般
会
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
総総
額
は

１
６
８
億
８

４
７
２
０
万
７
千
円
と
な
と
な
と
なな

り
、
前
年
前
年
前
年
度
当
初
予
算
とと
比
較
比
較
し
て
し
てて

３
・
６
％
、
６６
億
２
３
８
１
万
１
千

円
の
減
と
減

な
りりり
ま
し
ま

た
。

減
額
の
額

理
由
と
し
と
し
と
し
て
は
、
前前
年
度

当
初
予
算
で
は
地
域域域
振
興
振振

基
金
積
立立

金
12
億
円
お
よ
び
地
域
総総総
合
整
備
資資

金
貸
付
金
５
億
８
９９
０
０
０

万
円
万
円
万
円
を
計

上
し
て
い
た
こ
と
に
と
に
よ
る
よ
る
も
の
も
のの
で
、

こ
れ
ら
の
特
別
な
要
な
要
因
を
因
を
除
く
除
く
と
、
とと
、

実
質
的
に
は
昨
年
度
年
度
当
初
当
初
予
算
予
算
とと
比

較
し
て
11
億
６６
５
０
５
０
０
万
０
万
円
余
円
余
の
増
の

額
と
な
っ
て
い
て
い
て
い
て

ま
す
ま
す
ま
す
。
こ
。
こ
こ
で
こ
で
は
、

本
年
度
予
度
予
度
予
算
の
算
の
算
の
概
要
概
要
と
主
と
主
と
主
と
主
な
事
な
事
業
を
業

紹
介
紹
介
紹
介
し
ま
し
まま
す
。
す
。
す

　重点施策事業と重点化事業への
　優先的な予算配分
①重点施策事業
　上天草市第２次総合計画（計画期間：平成 26
年度～平成 35年度）の基本構想で、最重点戦略
および重点戦略として位置付けている事業につい
て、平成 28年度に引き続き、重点施策事業とし
て優先的に予算を配分しました。
【平成 29年度における重点施策事業】
❖　観光需要と観光消費を拡大する事業
❖　農林水産物の生産・加工商品開発・販売を拡
大する事業
❖　地域ぐるみで子育て・子育ちしやすいまちを
つくる事業

②重点化事業（今後重点的な取組みが必要となる事
業）
　従来の重点施策事業に加え、熊本地震からの復
興に向けた様々な取組みや公共施設の老朽化対策
など、早急に対応すべき喫緊の課題については、
合併特例債の活用期限（平成 30年度）も踏まえ、
集中的に取り組むこととし、重点化事業として最
優先で予算を配分しました。
【平成 29年度における重点化事業】
❖　将来を見据えた基盤づくり事業
❖　未来を支える人及び財源づくり事業
❖　災害に強い地域づくり事業

　予算編成を通じた行財政改革の
　一層の推進
　義務的経費（人件費、扶助費、公債費）、広域
連合などの負担金を除いた「一般行政経費」につ
いては、前年度比 10％削減を目標に、各部局に
おける自主的見直しを推進しました。

　ふるさと応援基金、地域振興基金等の
　積極的な活用
①ふるさと応援基金
　平成 28年度のふるさと応援寄附金の額が３億
円を超えたことから、平成 29年度は、この基金
を活用して新規事業を中心に充当しました。
（平成 28年度：2,500 万円　
　　　　⇒　平成 29年度：２億 7,200 万円）

②地域振興基金
　合併特例債を財源として積み立て、合併後のま
ちづくりなどのソフト事業に活用できる地域振興
基金について、対象事業の財源として活用を拡大
しました。
（平成 28年度：9,700 万円　
　　　　⇒　平成 29年度：２億円）

予算編成の
ポイント

施政方針と
平成29年度予算

平
成
29
年
度
は
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

　
　
　
　
　

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た

〜
集
中
的
な
投
資
と
健
全
な
財
政
運
営
の
両
立
〜
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平成 29年度一般会計予算

１６８億４，７２１万円

○自主財源（地方税、分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越
金、諸収入）については、34億5,647万円で、前年度とほぼ同額となっています。
○依存財源（地方譲与税、各種交付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債）については、市債
の発行減の影響も受け、対前年度比▲6億2,462万円の133億9,074万円となりました。
○自主財源比率は20.5％、依存財源比率は79.5％となり、自主財源比率は対前年度比＋0.7％の改善と
なりました。

○市議会議員定数が２人減（18人⇒16人）となることにより、議会費が対前年度比▲1,574万円の
１億4,590万円となりました。
○教良木保育園新築事業および龍ヶ岳地区保育園新築事業に伴う事業費の増により、民生費が対前年度
比＋9,801万円の55億8,759万円となりました。
○松島総合センターアロマメインアリーナ空調設備設置事業、松島総合運動公園陸上競技場人工芝整備
事業に伴う事業費の増により、教育費が対前年度比５億2,944万円の16億8,833万円となりました。

自主財源とは
市が自主的に収入できる財源のことです。

市税、分担金・負担金、使用料・手数料、繰入金
などがあります。

平成29年度の歳入における市税予算額を
市民一人あたりに置きなおすと

市民一人あたりの市税負担額
約８万円

平成29年度の歳出予算額を市民一人あた
りに置きなおすと

市民一人あたりの歳出予算額
約59万円

依存財源とは
国や県から交付されたり、割り当てられ

たりする財源のことです。地方交付税、国庫支出
金、県支出金、市債などがあります。

平成 29年度の収入の特徴

平成 29年度の支出の特徴

市税
市民の皆様が納める税金
22億 9,193 万円（13.6％）

市債
事業を行う際の財源不足を
補うために銀行などから借
り入れる借金
20億 3,150 万円（12.1％）

公債費
市債の元利償還金及び一時
借入金利子を支払うための
経費
25億 690万円（14.9％）

その他
災害復旧費、諸支出金、予
備費など
1億 5,868 万円（0.9％）

県支出金
県から使い道を決められて
交付される補助金等
10億 8,943 万円（6.5％）

教育費
学校教育、生涯学習の充実、
文化・スポーツの振興など
の経費
16億 8,834 万円（10.0％）

議会費
議会運営の経費
1億 4,590 万円（0.9％）

国庫支出金
国から使い道を決められて
交付される補助金等
19億 7,923 万円（11.7％）

消防費
消防や火災予防、水防など
災害対策のための経費
6億 6,357 万円（3.9％）

総務費
庁舎や財産の維持管理、税
金の徴収、戸籍管理、選挙
などの経費
18億 8,875 万円（11.2％）

地方譲与税・各種交付金
国または県が一度集めた税
金を一定のルールに基づい
て地方に配分するお金
6億 7,858 万円（4.0％）

土木費
道路、河川、港湾整備など
の経費
8億 2,021 万円（4.9％）

商工費
商工業や観光の振興などの
経費
10億 140万円（5.9％）

農林水産業費
農林水産業の振興を図るた
めの支援や生産基盤整備な
どの経費
6億 5,297 万円（3.9％）

民生費
障がい者や高齢者の福祉
サービス、子育て支援、保
育園、生活保護などの経費
55億 8,759 万円（33.2％）

衛生費
健康増進、疾病予防、環境
対策、ごみ処理などの経費
17億 3,290 万円（10.3％）

繰入金
基金の取り崩し
6億 3,351 万円（3.8％）

その他
使用料・手数料、財産収入、
諸収入など
5億 3,103 万円（3.1％）

地方交付税
国から一定のルールに基づ
いて配分されるお金
76億 1,200 万円（45.2％）

自主財源
20.5%

依存財源
79.5%

歳入（収入）

歳出（支出）

市民税 ３．１万円
固定資産税 ３．９万円
軽自動車税 ０．３万円
市たばこ税 ０．７万円
入湯税 ０．１万円
合計 ８．１万円

議会費 ０．５万円
総務費 ６．６万円
民生費 １９．６万円
衛生費 ６．１万円
農林水産業費 ２．３万円
商工費 ３．５万円

土木費 ２．９万円
消防費 ２．３万円
教育費 ５．９万円
公債費 ８．８万円
その他 ０．６万円
合計 ５９．１万円

※平成 29年 1月 1日現在の人口 28,520 人で計算

施政方針と
平成29年度予算
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平成 29 年度の主な事業

事業名 海運振興対策事業 事業名 前島地区総合開発整備事業

事業費 １，０４９万円 事業費 ５億５，７２７万円

＜事業内容＞
基幹産業の一つである海運事業においては、船員の高
齢化が著しく、船員不足が懸念されるため、海運事業
の活性化に向けた支援策として、新たな船員の確保お
よび育成を行う事業に対して補助金を交付します。

＜事業内容＞
基幹産業である観光産業の振興を図るため、前島地
区を観光需要拡大のための重点整備地域とし、新た
な観光客の動機づけとなる集客ゾーンとして整備を
行います。

事業名 千巌山地区総合開発整備事業 事業名 スポーツ合宿誘致事業

事業費 ９，９００万円 事業費 ５６６万円

＜事業内容＞
千巌山地区において、国指定文化財、名勝として天
草五橋や松島の絶景が眺められる景勝地としてふさ
わしい整備を行い、観光客と地域住民との交流を促
進し、観光のまちづくりを目指します。

＜事業内容＞
県内外からのスポーツ合宿を誘致することで施設利
用者の増加を図り、実業団やプロスポーツチームの
合宿誘致を行い、地元小中学生との交流を行うこと
で、スポーツ人口の増加、人材育成へとつなげます。

事業名 複合型スポーツ＆ヘルスプロモーション事業 事業名 松島総合運動公園陸上競技場人工芝整備事業

事業費 １，３３４万円 事業費 ２億２，０００万円

＜事業内容＞
温泉施設や健康マラソン、トレッキング、イルカ
ウォッチング等の各種事業を有効活用したヘルス
アッププログラムを作成し、スポーツ＆ヘルスツー
リズム事業を展開します。

＜事業内容＞
松島総合運動公園陸上競技場のフィールド内を人工
芝に張り替えて、スポーツ活動の活性化を図ります。

事業名 松島総合センターアロマメインアリーナ空調設備設置事業 事業名 避難場所等整備事業費補助金

事業費 ３億１，０５０万円 事業費 ５００万円

＜事業内容＞
松島総合センターアロマメインアリーナに空調設備
を設置し、スポーツ活動の活性化と避難場所として
の機能向上を図ります。

＜事業内容＞
自主防災組織の自主的避難場所等の整備を促進する
ため、避難場所等の整備に要した費用の一部を補助
します。

事業名 子ども医療費助成事業 事業名 市道舗装事業

事業費 ８，６８０万円 事業費 ９，２００万円

＜事業内容＞
子ども医療費の一部負担金を助成することにより、
子育て世帯の経済的負担を軽減し、子どもの疾病の
早期治療を促進します。現在の支給対象は小学校６
年生までですが、平成 29年６月診療分から中学校
３年生までに拡充します。

＜事業内容＞
市道の舗装が傷んでいる箇所について、平成 29年
度及び 30年度で重点的に舗装工事を行います。

施政方針と
平成29年度予算

投票日に仕事や旅行、買い物などで投票に行けない人は、期日前投票ができます。
期日前投票所 期間 投票時間

大矢野庁舎書庫棟１階
松島庁舎
姫戸統括支所
龍ヶ岳統括支所

４月 17日（月） ~ 22 日（土） 午前 8時 30分 ~午後 8時

湯島出張所 ４月 20日（木） ~ 22 日（土） 午前 9時~午後 3時

投票区 投票所 登録者数

1 大矢野農村婦人の家 1,386 人

2 登立小学校体育館 2,166 人

3 岩谷公民館 282人

4 上公民館 1,742 人

5 上北体育館 1,033 人

6 鳩の釜公民館 864人

7 中南小学校体育館 1,847 人

8 中北小学校体育館 1,163 人

9 江後公民館 508人

10 下山公民館 349人

11 維和中学校体育館 864人

12 湯島公民館 315人

13 市役所阿村出張所 1,425 人

14 樋合漁村センター 341人

15 松島総合センター「アロマ」研修室 1,675 人

この選挙は、私たちの願いを政治に反映させるための大切な選挙です。
皆さんの大切な一票を無駄にしないよう、進んで投票に行きましょう。
■投票日　４月 23 日（日）
■投票時間　午前 7時 ~午後 6時
■投票所　配布する入場券に記載してありますのでご確認ください。
■問合せ先　上天草市選挙管理委員会（大矢野庁舎 2階総務課内）
　☎ 0964（26）5526

投票区 投票所 登録者数

16 旧市役所松島庁舎跡仮設投票所 1,003 人

17 今泉地区多目的集会施設 909人

18 教良木河内交流センター 594人

19 内野河内コミュニティーセンター 392人

20 牟田自治公民館 304人

21 姫戸中学校体育館 1,102 人

22 姫戸体育館 924人

23 樋島老人福祉センター 746人

24 下桶川地区集会所 404人

25 東風留地区集会所 526人

26 龍ヶ岳体育館 716人

27 大道地区集会所 386人

28 池の浦地域学習センター 658人

29 大作山地区集会所 70人

※登録者数は、3月 2日現在の選挙人名簿登録者

４月23日（日）は上天草市議会議員選挙の投票日です

選挙当日に用事のある人は期日前投票を利用してください

当日投票所一覧

投票日に満 18歳以上の人が投票できます。
市民の代表を選ぶ大事な選挙です。
今回の選挙から、市議会議員の定数が 18人
から 16人になります。
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　２月27日（月）、子どもたちの健全育成に取り組ん
でいる松島町更生保護女性会が、阿村小で『つなし』
の会を開催しました。会長の瀬川重子さんは、「『一
つ』から始まって『九つ』までは『つ』がつきますが、
『十』にはつかないということで、10歳のことを『つ
なし』と呼ぶんです｣。４年生の児童たちが将来の夢
を一人ひとり発表すると、「節目を楽しく健康に過ご
してください」と女性会から手作りの色紙が手渡さ
れ、児童たちは大事そうに受け取っていました。

　３月４日（土）、県内トップクラスの花卉生産量を
誇る上天草の花をＰＲし、花に触れ合う機会をつく
ろうと、市が「上天草花まつり～広げよう花のチカラ
～」を開催しました。
　会場の大矢野総合体育館でフラワーアレンジや
寄せ植え体験のほか、上天草産の切花や生け花の
展示、市内の保育園児や小学生による花の絵などの
展示が行われました。また、花の出荷箱で作った段
ボール迷路も設置され、子どもたちは大喜び。この
イベントは、今年度も開催予定です。

　３月５日（日）、姫戸町の白嶽森林公園で上天草市
セカンドライフ支援ネットワーク主催の「上天草市移
住者交流会」が開催され、36人が参加しました。
　この会は、移住者を対象に、上天草市での仲間づ
くりや情報交換の場を提供することを目的とし、今
回で５回目を迎えました。
　参加者は、湿地帯や巨石群、白嶽山頂などの散策
を楽しみ、昼食にはあまづら会のおもてなしによる
郷土料理（茶飯やかんちょ餅など）を食べながら交
流を深めていました。

　２月28日（火）、天草・島原一揆（島原の乱）の総
大将として有名な天草四郎時貞と共に闘った島民
の供養祭が、藍のあまくさ村（大矢野町）でありまし
た。毎年２月28日に開催されているもので、地域な
どから多くの人が参列しました。主催した藍の村観
光株式会社社長の藤川護章さんは「私たちは、熊本
地震を経験し、平穏な日常のありがたさを痛感しま
した。平和を願い続けることが先人たちの供養につ
ながると思います」と話しました。

　３月８日（水）、ママ応援センターが小学新１年生交
流会を開催しました。未就学児を対象に小学校の入
学前に交流会を行うことで、子どもたちの友だちづく
りや、保護者同士の交流を図り、新しい環境へ向け
たサポートをするために行われています。昨年までは
柴尾山登山を行っていましたが、熊本地震の影響で
大矢野自然休養村センターでの開催となりました。
会では、上天草警察署の交通教室やミニ運動会が行
われ、子ども達は楽しそうに交流を深めていました。

　２月28日（火）、樋島老人福祉センターで、３月３
日（金）に、松島在宅介護支援センターで家族介護
教室（市の委託事業）が開催されました。28日は、
きららの里の理学療法士から介護動作について講
義と実技がありました。３日は、「笑って話そう！私
の介護体験」と題し、介護者同士で体験を語り合い
ました。「大変なとき、相手の生い立ちを分析してみ
た」、「ほかの人の話を聴いてすーっと窓が開いたよ
うだった」などの感想が聞かれました。

　３月６日（月）、湯島小で松島町出身のシンガーソング
ライターMICAさんが全校児童７人と地域住民に歌声を披
露しました。児童たちにプロの歌を聞いてもらいたいと同
校の倉田斉校長が企画。MICAさんの中学時代、吹奏楽
部の顧問として指導していた倉田校長が伴奏する場面も
あり、全９曲のコンサートに会場は盛り上がりました。
　５年生の古賀紅

くれは

葉さんは「良い曲ばかりでとても感
動した。今度テレビCMで聞いたら口ずさむと思う」と
喜んでいました。

　３月１日（水）、春の全国火災予防運動に合わせて、
大矢野町のあそか保育園の園児たちは、園から道の駅
上天草さんぱーるまでの間を、元気よく声を出しながら
パレードを行いました。
　さんぱーる広場では、鼓笛の演奏のほか、ダンスを
踊ったりして火災予防を呼びかけました。
　また、パレード終了後には園児が作成した防火看板
をさんぱーる広場の一角に設置しました。この看板は、
大矢野総合体育館など市内４カ所に設置されます。

10 歳の節目を祝う
阿村小で「つなし」の会

介護者同士で学んで交流
家族介護教室

地元の花にふれあう
上天草花まつりが初開催

上天草の山や料理を楽しむ
移住者交流会

天草四郎と先祖に感謝の祈り
第28回天草四郎供養祭

はやく１年生になりたいね
小学一年生交流会

プロの歌声に感動
MICAさんが湯島小でコンサート

火遊びはしません！
春の全国火災予防運動
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健康ガイド

球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
）
を
接
種
し
た
こ

と
が
な
い
人
で
、
次
の
年
齢
の

人
で
す
。

■
接
種
料
金　

市
内
医
療
機
関
で

接
種
の
場
合
、
接
種
料
金
は

２
６
０
０
円
で
す
。（
市
の
助

成
額
６
０
０
０
円
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

【
市
外
に
か
か
り
つ
け
医
が
あ
る

場
合
】

　

予
防
接
種
を
す
る
前
に
申
請
窓

口
へ
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
接
種
に

必
要
な
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
申
請
窓
口　

健
康
づ
く
り
推
進

課
、
生
活
環
境
課
、
市
民
課
、

姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所

ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
感
染

症
の
定
期
予
防
接
種（
２
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
）

　

ジ
フ
テ
リ
ア
の
主
な
症
状
は
、

高
熱
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
な
ど

で
す
が
、
重
症
化
す
る
と
、
心
筋

障
害
や
神
経
麻
痺
な
ど
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
破
傷
風
菌
に

感
染
す
る
と
、
筋
肉
の
け
い
れ

ん
を
起
こ
す
こ
と
な
ど
が
あ
り

定期予防接種を受けましょう
　「定期接種」とは、予防接種法に基づき市が実施する予防接

種です。今回は、2種類の定期予防接種についてお知らせし

ます。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

の
定
期
予
防
接
種

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
肺
炎
な

ど
の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化

を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

■
対
象
期
間　

平
成
29
年
4
月
1

日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日

※
期
間
内
に
接
種
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
定
期
接
種
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者　

今
ま
で
成
人
用
肺
炎

ま
す
。
ど
ち
ら
も
治
療
が
遅
く
な

る
と
死
に
至
る
こ
と
が
あ
る
病
気

で
、
そ
れ
ら
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ

ン
で
す
。

■
対
象
者　

11
歳
〜
13
歳
未
満
の

人
■
接
種
期
間　

13
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で

※
平
成
29
年
4
月
に
中
学
校
に
進

学
し
た
人
で
、
２
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
が
ま
だ
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
母
子
健
康

手
帳
で
接
種
し
て
い
な
い
こ
と

を
必
ず
確
認
し
、
体
調
の
良
い

日
に
早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

■
接
種
料
金　

無
料

※
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自

己
負
担
（
４
８
０
０
円
）
で
の

接
種
と
な
り
ま
す
。

■
予
診
票　

予
診
票
を
お
持
ち
で

な
い
場
合
は
、
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
の
上
、
窓
口
で
予
診
票

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口　

健
康
づ
く
り
推
進

課
、
生
活
環
境
課
、
市
民
課
、

姫
戸
・
龍
ヶ
岳

各
統
括
支
所

65 歳 昭和 27年 4月 2日生～昭和 28年 4月 1日生 
70 歳 昭和 22年 4月 2日生～昭和 23年 4月 1日生
75歳 昭和 17年 4月 2日生～昭和 18年 4月 1日生
80歳 昭和 12年 4月 2日生～昭和 13年 4月 1日生
85歳 昭和 7年 4月 2日生～昭和 8年 4月 1日生
90歳 昭和 2年 4月 2日生～昭和 3年 4月 1日生
95歳 大正 11年 4月 2日生～大正 12年 4月 1日生
100 歳 大正 6年 4月 2日生～大正 7年 4月 1日生

問合せ先　健康づくり推進課母子保健係
☎０９６９－２８－３３７６

時　　間 日 場　　所
午後2時～ 12日金、25日木 天草保健所

☎0969（23）0172 ※要予約

場　　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

生活環境課 1月・8月・15月
22月・29月

午前9時30分～11時
（午前9時30分～9時45分）

市保健センター 17水
随時交付（手帳）

午前9時30分～11時
（随　時）

姫戸統括支所 19金 午前9時～10時
（午前9時～9時15分）

龍ヶ岳統括支所 19金 午前10時30分～11時30分
（午前10時30分～10時45分）

【用意するもの】母子健康手帳
上記以外の日も随時各統括支所の窓口で母子健康手帳の発行を行って
います。その場合保健センターから後日連絡をし、保健師・栄養士の
保健指導を行います。

種　　類 用意するもの 日 対象者
（生月） 受付時間

２か月児学級 バスタオル 18木 H29.  3

午後1時

～

1時15分

３～４か月児健診 バスタオル 9火 H29.  1

６～７か月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
31水 H28.10

１歳６か月児健診 尿 16火 H27.10

２歳児歯科健診 歯ブラシ
（仕上げ磨き） 11木 H27.  5

３歳児健診 聴力・視力
検査用紙 23火 H26.  4

【場所】上天草市保健センター（松島町合津7915番地1）
【用意するもの】母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参ください。
※２歳児歯科健診の問診票は会場で配布します。

日 当番医名（診療科目） 場　　所

3日 吉田クリニック（内） 大矢野町中
☎0964（57）0246

4日 福本眼科（眼） 大矢野町上
☎0964（56）0508

5日 中村医院（内） 大矢野町上
☎0964（56）0003

7日
中村達男医院（内） 大矢野町登立

☎0964（56）0006

姫戸医院（内） 姫戸町姫浦
☎0969（58）3583

14日
天草皮ふ科・内科（皮） 大矢野町中

☎0964（59）0808

上天草総合病院 龍ヶ岳町高戸
☎0969（62）1122

21日

上天草内科呼吸器科ク
リニック（内・呼）

大矢野町登立
☎0964（56）3100

村上医院（内・小・リハ・
神内・呼・循・消）

姫戸町姫浦
☎0969（58）3102

28日
しまだ小児科（小・内） 大矢野町登立

☎0964（56）0005

竹中医院（内） 姫戸町二間戸
☎0969（58）2148

【診療時間】午前9時～午後5時
診療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。
４月１日現在の予定表です。都合により変更することも
ありますので、休日在宅医自動電話案内【☎0969(23)
1400】にお問い合わせいただくか、市ホームページでご
確認ください。

　骨髄移植とは、白血病などによって、正常な造血が行わ
れなくなった患者の造血幹細胞を健康な方の造血幹細胞と
入れ替え、回復させる治療法です。 
　白血病などの患者を多く救うためには、一人でも多くの
ドナー登録が必要です。皆様のご協力をお願いします。
日本骨髄バンク　☎ 03（5280）1789

短縮番号
（＃ 8000）

平　日：午後 7時～翌朝 8時まで
土曜日：午後 3時～翌朝 8時まで
日祝日：午前 8時～翌朝 8時まで

※ダイヤル回線の場合　☎096（364）9999

精神保健相談（5月）

育児相談・母子健康手帳交付（5月）

乳幼児健診（5月）

日祝日在宅医（5月）

骨髄バンクのドナー登録を！

小児救急電話相談
　夜間の子どもの急病時

新生活を軽やかにスタートしよう！
～早寝・早起き・朝ごはんのススメ～

　子どもの健やかな成長には、早寝早起き朝ごは
んをはじめ、十分な睡眠、バランスのとれた食事、
適切な運動など規則正しい生活習慣が大切です。
　また、生活習慣病と言われる高血圧症、糖尿病、
脂質異常症などの発症にも毎日の生活が影響して
いることが分かっていますの
で、日々の生活を見直すこと
は大人も子どもにも良いこと
なのです。
　春の新生活スタートをきっ
かけに、ご家族で日頃の生活
を見直してみませんか？
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歯
の
健
康

歯
科
口
腔
外
科　
　
　

福
田　

敏
博

　

食
べ
る
た
め
に
無
く
て
は
な
ら
な

い
歯
で
す
が
、
歯
を
失
う
２
大
原
因

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
歯
周
病
と
む
し
歯
。
な
か

で
も
歯
周
病
は
、
糖
尿
病
や
心
臓
病

と
同
じ
仲
間
の
生
活
習
慣
病
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
を
年
齢
で
み
る
と
、
歯
ぐ

き
に
炎
症
が
み
ら
れ
る
人
の
ピ
ー
ク

は
55
〜
64
歳
で
、
実
に
84
・
６
％
に

及
び
ま
す
。
ま
た
、
注
目
し
た
い
の

は
若
年
層
の
歯
ぐ
き
。
5
〜
14
歳
の

33
・
４
％
、
15
〜
24
歳
の
70
・
３
％
の

歯
ぐ
き
に
炎
症
が
み
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
歯
周
病
は
決
し
て
中

高
年
層
の
病
気
で
は
な
く
、
若
い
う

ち
か
ら
の
予
防
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
歯
に
こ
び
り
つ
く
歯
垢

（
プ
ラ
ー
ク
）
は
、
ま
さ
に
細
菌
の

か
た
ま
り
で
す
。
わ
ず
か
１
mg
中
に

10
億
も
の
細
菌
が
す
み
つ
い
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
細
菌
の

中
に
、
む
し
歯
の
原
因
菌
や
歯
周
病

の
原
因
菌
が
い
る
の
で
す
。
で
は
、

歯
周
病
の
炎
症
に
関
係
し
て
い
る
の

は
ど
の
よ
う
な
細
菌
な
の
で
し
ょ
う
。

現
在
、
10
種
類
の
細
菌
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
歯
肉
炎
を
引
き
起

こ
す
の
は
、
歯
ぐ
き
よ
り
上
部
の
歯

垢
に
い
る
ア
ク
チ
ノ
マ
イ
セ
ス
・
ビ

ス
コ
ー
サ
ス
菌
や
ア
ク
チ
ノ
マ
イ
セ

ス
・
ネ
ス
ラ
ン
デ
ィ
菌
。
一
方
、
歯

周
炎
は
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
ひ
そ

む
空
気
を
嫌
う
菌
（
嫌
気
性
菌
）
が

原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
の
種
類
と
し

て
は
、
ポ
ル
フ
ィ
ロ
モ
ナ
ス
・
ジ
ン

ジ
バ
リ
ス
菌
（
成
人
性
歯
周
炎
）、
プ

レ
ボ
テ
ー
ラ
・
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア

菌
（
若
年
性
歯
周
炎
）
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
歯

周
病
は
細
菌
感
染
症
と
い
え
ま
す
。

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
心
臓
病
と

い
っ
た
生
活
習
慣
病
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、
初
期
段
階
で
は
本
人
に
あ

ま
り
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
病
気
の
こ
と
を
、
サ
イ

レ
ン
ト
・
デ
ィ
シ
ー
ズ
（
静
か
な
病

気
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
の
ひ
と
つ
で
あ
る
歯
周
病
も
そ
の

仲
間
。
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
か

な
り
進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
す
。
成
人
の
80
％
前
後
が
歯
周

病
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
分
が
そ
う
だ
と
わ
か
っ
て
い

る
人
、
あ
る
い
は
自
分
が
歯
周
病
の

ど
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
の
か
知
っ
て
い

る
人
は
、
意
外
に
少
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
歯
周
病
の
進
行
プ
ロ
セ
ス

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
歯
肉

炎
で
は
歯
ぐ
き
が
た
ま
に
腫
れ
た
り
、

赤
く
充
血
し
た
り
、
歯
ブ
ラ
シ
に
血

が
に
じ
む
程
度
で
す
。
初
期
の
歯
周

炎
に
な
る
と
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
で

き
、
歯
周
組
織
の
破
壊
が
は
じ
ま
り

ま
す
。
歯
が
浮
く
よ
う
な
感
じ
が
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
期
の
歯
周

炎
に
な
る
と
、
歯
ぐ
き
が
や
せ
た
り

ブ
ヨ
ブ
ヨ
に
な
る
、
食
べ
物
が
歯
に

は
さ
ま
り
や
す
く
な
る
、
口
臭
が
す

る
、
硬
い
も
の
が
噛
み
に
く
く
な
る

…
と
い
っ
た
感
じ
に
な
り
ま
す
。
や

が
て
末
期
の
歯
周
炎
に
な
る
と
、
歯

槽
骨
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
、
歯
の

根
が
露
出
し
ま
す
。
歯
は
著
し
く
ぐ

ら
つ
い
て
、
最
後
は
抜
け
落
ち
ま
す
。

　

歯
周
病
は
単
な
る
口
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
に
よ
り
、
歯
周
病
と
全
身
の
健

康
と
の
関
係
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
糖
尿
病

の
人
に
は
歯
周
病
に
な
っ
て
い
る
人

が
多
く
、
ま
た
歯
周
病
が
治
り
に
く

い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
歯
周

病
と
心
臓
病
・
肺
炎
・
低
体
重
児
出
産
・

骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
と
の
関
連
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
天
草
市
で
は
、
歯
周
病
検
診
事

業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
対
象

の
方
は
検
診
を
受
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

HospitalHospitalHospital
News

HospitalHospitalHospital
News

HospitalHospitalHospital
News

接遇勉強会を開催しました
上天草総合病院職員を
募集します

がんサロン

　2月 8日（水）に上天草総合病院 6階講堂にて、第
一三共株式会社九州支店学術推進課主幹の窪田俊光先
生を講師にお招きして「選ばれ続ける病院であるため
に」と題し接遇勉強会が行われました。
　基本的な接遇マナーやポイントを説明だけでなく、
動画を見てのグループ討論、参加者への質問など工夫
を凝らした内容で、受講した 125人程の職員も 1時間
があっという間に過ぎたのではないかと思います。
　最後に接遇は「①基本の繰り返し」「②知り得た知識
の実践」「③ベテランが若手の手本に」とまとめてくだ
さいました。「選ばれ続ける上天草総合病院」であるた
めに、全職員が接遇に関心を持ち、業務で少しでも実
践できるように今後も働きかけていきたいです。

　平成 29年度の職員を追加募集します。
●募集職種：薬剤師、臨床工学技士、看護師
　　　　　　調理員（嘱託）、介護員（臨時）
●募集人員：各職種とも若干名
●応募資格：薬剤師免許取得者
　　　　　　臨床工学技士免許取得者
　　　　　　看護師免許取得者
　　　　　　※調理員、介護員ともに資格不問
●応募手続：履歴書、職種免許証の写し
●試験日時：後日、本人に連絡します
●試験内容：面接
●申込み先：上天草総合病院　総務課
　　　　　　☎ 0969（62）1122

日時 ４月28日（金）
午後１時30分～午後３時30分 場所 上天草総合病院6階講堂

☎0969（62）1122

　  診 療 案 内
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

内 科
代謝内科

古川（祥）
和田
樋口
代謝内科
（熊大）

前田
古川（祥）
溝部
和田

糸永
中村
古川（歩）
樋口

守田
和田
溝部
樋口

糸永
古川（歩）
溝部
樋口/
古川（祥）

耳 鼻 咽
喉 科 熊大 熊大

眼 科 粟井 竹下 竹下 竹下 竹下

循環器内科 石井 古川（祥） 西原 皮 膚 科 尹
外 科
消化器科 福田 城野 蓮尾 /

福田 城野 城野 /
福田 泌尿器科 小川

整形外科 藤松 上原 藤松

（午後）
林田
（胤末）
（井戸川）

藤松 超音波・内視
鏡センター

古川（歩）
城野
蓮尾

古川（歩）
福田
蓮尾

和田
城野

古川（歩）
福田
蓮尾

福田
城野
蓮尾

小 児 科 熊大 熊大 歯 科
口腔外科 福田 福田 福田 福田 福田

産婦人科 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

急
患
担
当

午 前 城野 福田 蓮尾 福田 福田/
城野

教 良 木
診 療 所 糸永 中村 応援 応援 古川（祥）

/樋口

午 後 古川（祥）
（城野） 中村 中村 溝部

（福田）
古川（歩）
（糸永）

●診療受付時間は、午前８時 30分から午前 11時 30分までです。
●火曜日の整形外来は午前 10時 20分から診療開始します。受付は午前 11時までです。
●木曜日の整形外来（予約制）の受付時間は、午後 1時 30分から午後 4時までです。
● 4月から内科の夕方診療は中止します。　　●常勤小児科医の不在に伴い、お産（分娩）の取扱いを当面休止します。
● 4月からの小児科外来は火曜、木曜に熊大から診療予定です。　　●毎週火曜日、木曜日の循環器外来は休診となります。
●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。　　●診療案内は都合により変更となる場合があります。ご了承ください。

※時間、場所は変更になる場合が
ありますので、参加希望の人は
ご連絡ください。
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生涯学習

ふ
る
さ
と
発
見

「
輝
き
放
つ
」
学
び
の
成
果
を
発
表

〜
生
涯
学
習
発
表
会
開
催
〜

　

２
月
25
日
に
中
央
公
民
館
主
催
の

「
上
天
草
市
生
涯
学
習
発
表
会
」
が
松

島
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ア
ロ
マ
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
公
民
館
講
座
と

し
て
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
生
涯
学

習
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
講
座

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、

日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る

た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。
展
示

の
部
で
は
３
団
体
が
出
品
し
、
ス
テ
ー

ジ
の
部
で
は
、
12
団
体
が
発
表
し
ま

し
た
。

　

発
表
会
の
締
め
く
く
り
に
「
上
天

草
市
民
の
歌
〜
あ
り
が
と
う
上
天
草

〜
」
を
全
員
で
合
唱
し
大
き
な
歌

声
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
約

１
６
０
人
の
来
場
者
は
、
色
と
り
ど

り
の
展
示
作
品
に
見
入
り
、
い
き
い

き
と
し
た
発
表
に
盛
ん
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
発
表
し
た
団
体
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
随
時
、
参
加
者
を
募
集
中

で
す
! !

内容 団体名（代表者） 活動日 活動場所

オカリナ まゆカリーナー
（栂尾泰子） 毎週木曜日 自休村

詩吟 香雲堂吟詠会
（古田ミスヨ）

毎月３回
月・木曜日 代表者宅ほか

コーラス さくらコール
（田中道範） 毎月第２・４木曜日 姫戸老人福祉

センター

コーラス パールコール
（片山久子） 毎月第１・３土曜日 自休村

大正琴 雅会（山辺千草） 毎月第１・３土曜日 姫戸老人福祉
センター

三味線 政洲会（松本孝子）毎週水曜日 代表者宅

社交ダンス 教養講座
（草野清美） 毎週日曜日 自休村

フラダンス
パールシェル
フラクラブ
（永目恵美子）

毎週火曜日 自休村

フラダンス 天草ピカケ
（田﨑美奈子） 毎週水曜日 アロマ

レクダンス リリー大矢野
（髙口智子）

毎月３回
水曜日 自休村

レクダンス 松島レークの会
（岩永洋子） 毎週木曜日 今泉交流セン

ター

健康太極拳 楊名時八段錦
（橋口美紀子） 毎週日曜日 自休村

絵手紙 しおまねき会
（深水洋子）

毎月第１金曜日、毎
月第４火曜日、毎月
第２・３・４土曜日

自休村ほか

陶芸 雑魚窯（宮下昌子）毎週火曜日 旧姫戸保育園

水墨画 松島墨友会
（芦原直恵） 毎月第１・３月曜日 今津第６自治

館
※自休村…大矢野自然休養村管理センター
※アロマ…松島総合センター「アロマ」
◎問合せ先　社会教育課　☎ 0969（28）3361

西
南
の
役
と
大
作
山
の
棒
踊
り（
２
）

　

西
郷
隆
盛
の
塾
生
で
あ
っ
た
福
田

伊
代
治
（
後
の
大
道
村
長
）
は
、
地

元
大
道
の
若
者
ら
と
共
に
西
郷
軍
の

後
方
部
隊
で
あ
る
荷
役
運
搬
に
従
事

し
た
。
何
ご
と
も
器
用
だ
っ
た
松
本

亀
吉
は
、
薩
摩
人
か
ら
武
術
を
取
り

入
れ
た
棒
踊
り
を
伝
授
し
て
も
ら
う
。

帰
郷
し
た
後
、
村
の
若
者
た
ち
に
伝
え

る
と
共
に
祭
り
な
ど
で
も
披
露
。
し

ば
ら
く
し
て
龍
ヶ
岳
中
腹
に
あ
る
集

落
の
大
作
山
に
引
き
継
が
れ
、
毎
年

２
月
の
第
２
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い

る
「
観
音
祭
」
で
奉
納
さ
れ
て
い
た

が
、
２
０
１
５
年
に
人
員
不
足
の
た

め
に
途
絶
え
て
い
る
。（
近
現
代
編
担

当　

岩
本
雄
介

委
員
）

ステージの部の様子

図書館職員のオススメ本コーナー

《移動図書館巡回日》

『ふまんがあります』
（ヨシタケシンスケ／著・絵 /PHP 研究所刊）
（大矢野森記念図書館所蔵）

　ある日、娘から大人へのいろいろな不満や
質問を投げかけられるパパ。
　「どうして　おとなは　よるおそくまで　おきているのに、
こどもだけ　はやくねなくちゃいけないの？」
　そんな娘の不満に、奇想天外すぎる答えを返すパパと、「ホ
ント？」「へーえ」とちょっと怪しいと思いながらもパパの答
えを聞いてしまう娘とのやりとりに思わず、くすっと笑って
しまいます。
　ヨシタケさんの描く、女の子とパパの表情もかわいらしい
ので、ぜひじっくりみてください♪子どもにも人気のある作
品ですが、大人にも読んで楽しんでもらいたい１冊です。

《図書館おはなし会》（30分～１時間）
４/22（土） 午後１時 30分～ ママ応援センター
４/22（土） 午後２時～ 森記念図書館２階
５/13（土） 午後２時～ 森記念図書館２階
５/13（土） 午前 10時～ 姫戸図書館
５/13（土） 午後２時～ アロマ視聴覚室
　中央・龍ヶ岳図書館：４月はお休みです。
※日程・場所変更の場合があるので、各館まで確認をお願い
します。

《赤ちゃんおはなし会》
４月はお休みです。
５/11（木） 午前 10時 30分～ アロマ視聴覚室

４月：19日（水）（姫戸）、26日（水）（龍ヶ岳）
５月：２日（火）（大矢野）、10 日（水）（中央）
　　　17日（水）（姫戸）、24日（水）（龍ヶ岳）
　雨天の場合は翌日に延期。小雨決行です。
＜ご注意＞
　５月の大矢野町の移動図書館巡回日は第１水曜日ではな
く、第１火曜日です。
　雨天の場合は５月４日（木）に延期します。
　詳しい場所・時間は社会教育課までお問い合わせください。
■問合せ先　社会教育課　☎ 0969（28）3361

ナ

「推
おしぼ

ん

本 !!」

　図書館で本を借りると、返却時
に LINE ポイントが貯まります。
たくさん本を借りてください。
　ポイントが 25ポイント貯まる
と、地元商品券などに交換でき
ます。交換は、
総務課、市民課、
姫戸・龍ヶ岳各
統括支所で行っ
ています。
■問合せ先
　総務課秘書広報係
　☎ 0964（26）5525

本を借りて
LINEポイント
を貯めよう

図書の寄贈
（２月寄贈分）

　成田浩平様、ほか４名（計５名）
にご寄贈いただきました。あり
がとうございました。
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市内の小中学校では、子ども議会で決めたＳＢＰに取り組ん
でいます。これは、学校の環境や児童生徒の心を美しくしよ
うという活動。各学校の取組みを紹介します。

姫戸小学校

School Beauty Project
　私たちは、以前から月に２回、朝のあいさ
つ運動に取り組んでいました。それを、SBP
の取組みとしてより発展させるためにどのよ
うにすればよいのか話し合いました。そして、
委員会があいさつ運動の時にあいさつが上手
な登校班を見つけて、放送や集会で紹介した
り、児童総会であいさつについて振り返りを
したりしました。

〇他の登校班のあいさつをお手本として、他の登校班もあ
いさつを頑張ることができるようになってきた。
〇朝から気持ちのよいあいさつを交わすことで、笑顔で学
校生活をスタートさせることができた。
〇地域の方々へのあいさつも意識するようになった。
今後は、この取組みをさらに発展させていくために、児
童会で検討を重ねていきたいと思います。

◆問合せ先　
　学務課指導係
　☎ 0969（28）3365

農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介
　任期満了により、農業委員が新たに任命されました。平成２８年４月１日に、農業委員会等に関する法律
が改正され、農業委員の選出方法が、これまでの選挙制から市町村長の任命制へと変更されました。
　また、新制度移行に伴い、新たに農地などの利用の最適化に取り組む体制を強化するため、農地利用
最適化推進委員が農業委員会から委嘱されました。
上天草市農業委員会委員　　　　　　　　上天草市農業委員会農地利用最適化推進委員　　　
番号 氏　　名 住　　　所 番号 氏　　名 住　　　所 担当地区
1 山口　勝喜 大矢野町登立 1 松岡　辰弥 大矢野町登立 登立
2 水野美奈子 大矢野町登立 2 山内　一喜 大矢野町上 上A
3 木下　好生 大矢野町上 3 二宮　昭雄 大矢野町上 上B・湯島
4 岩﨑　國重 大矢野町中 4 山田　了一 大矢野町中 中A
5 西岡　光雄 大矢野町維和 5 益田　輝雄 大矢野町中 中B
6 松岡健二郎 松島町合津 6 元梅　信助 大矢野町登立 維和
7 源　　義通 松島町今泉 7 岩﨑　　庵 松島町阿村 阿村・合津の一部
8 松本　光義 松島町教良木 8 柳本　初喜 松島町今泉 今泉・合津の一部
9 蓮田　治住 姫戸町姫浦 9 岡部　公威 松島町内野河内 教良木・内野河内
10 森　　和敏 龍ヶ岳町大道 10 藤川　　斎 姫戸町二間戸 姫浦・二間戸
11 木嶋たか子 大矢野町登立 11 山﨑　辰雄 龍ヶ岳町大道 大道・高戸
（任期は平成 29年 3月31日から平成 32年 3月30日） 12 米田　　豊 龍ヶ岳町樋島 樋島
 　　　　　　                                                                                                    （任期は平成 29年 3月31日から平成 32年 3月30日）

kamiamakusan person

　ことし２月に普通自動車運転免許を自主返納した
植田さん。「最近は、高齢者が起こす事故が多い。
明日は我が身かもしれないと思い決心した」と振り
返ります。「家族のためにも」と自分に言い聞かせ
ましたが、返納してしばらくは、まだまだ運転でき
るという気持ちと葛藤していたといいます。
　昭和 29 年 2月 22 日に免許を取得して 66 年間、
無事故だったことが自慢という植田さんは、長年交
通安全運動に取り組んできました。交通指導員を
30 年くらい務めていた時には、朝から交差点の横
断歩道脇に立ち、運転者に安全運転を呼び掛けたり、
寒い時期には凍ったカーブミラーにお湯をかけて霜
を溶かす活動など、事故防止に努めたそう。
　「返納して多少不便にはなりましたが、事故を起
こすよりマシ。今は心も落ち着いて元気に過ごして
います」と笑顔を見せました。

運転免許を
自主返納

植田節義さん（大矢野）

   う え だ    せ つ よ し
　３月６日（月）、天草パールラインロータリー
クラブ（橋本美春会長、会員 19名）会員と、ベ
トナムからの留学生ド・フンクォさん（崇城大学
大学院生）が市役所大矢野庁舎を訪れました。
　フンクォさんは日本に来て８年。外国人留学生
を支援する *ロータリー米山記念奨学事業を活用
して勉学に励み、当クラブが相談役として 1 年
間サポートしてきました。留学生の受け入れは初
めてでしたが、「フン君」の愛称で親しまれるなど、
温かい交流を続けてきました。４月からは横浜の
企業にエンジニアとして就職します。将来は「日
本とベトナムの友好に寄与したい」とフンクォさ
んは話していました。

― ロータリー米山記念奨学事業とは ―
日本のロータリークラブが共同で運営する奨学財団が、
日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援する制
度。2016年度の奨学生数は750人、事業費は12.6億円。

ベトナムからの留学生を支援

　

皆
さ
ん
、
最
近
、
市
内
の
夜
道
が

少
し
明
る
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

せ
ん
か
。
近
所
の
防
犯
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
替
わ
っ
た
の
に
お
気
づ
き
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
市
が
進
め
て
い
た
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
導
入
事
業
に
よ
る
も
の
で
、

３
月
に
市
内
の
全
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
が
完
了
し
ま
し
た
。
各
行
政
区
の

区
長
様
に
は
、
防
犯
灯
調
査
や
取
り

換
え
工
事
の
立
ち
合
い
な
ど
に
ご
協

力
い
た
だ
き
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
上
天
草
市
内
に
は
約
４
千

灯
の
防
犯
灯
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
約

１
千
灯
は
既
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
残
り
の
約
３
千
灯
に

つ
い
て
は
従
来
の
蛍
光
灯
の
ま
ま
で

し
た
。

月刊

市長室

Now!
な う

安心安全な
明るいまちに

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、蛍
光
灯
に
比
べ
、

消
費
電
力
が
約
２
分
の
１
の
た
め
電

気
料
金
は
約
半
分
、寿
命
は
約
５
倍
、

明
る
さ
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
照
度
を

持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
老
朽
化
し
た
蛍
光
灯
防

犯
灯
を
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
切
り

替
え
て
い
ま
し
た
が
、
財
源
確
保
の

問
題
も
あ
り
、
従
来
の
ペ
ー
ス
で
い

く
と
、
市
内
の
防
犯
灯
を
全
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
交
換
す
る
に
は
15
年
ほ
ど

か
か
る
試
算
で
し
た
。

　

今
回
、
設
置
費
用
や
今
後
の
維
持

費
も
含
め
た
リ
ー
ス
事
業
に
よ
り
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
市
内
の
防
犯
灯
を
一
斉
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
気
料
金

の
削
減
や
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
よ
る
地

球
温
暖
化
へ
の
貢
献
も
早
期
に
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

な
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
夜
も

安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
、
明
る
い
防

犯
灯
を
早
期
に
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

を
目
指
し
、
そ
れ
が
早
期
に
実
現
で

き
る
よ
う
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Monthly Publication
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info
rmation

information

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▼
相
談
・
問
合
せ
先　

市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
４（
56
）０
７
８
３

　

犬
・
猫
の
避
妊
去
勢
手
術
費

に
対
し
手
術
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額　

手
術
費
用
の
２

分
の
１
で
、
１
万
円
を
限
度

（
１
世
帯
当
た
り
１
回
ま
で
）

▼
補
助
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住

し
て
い
る
人

○
手
術
を
受
け
る
犬
（
本
市
に

登
録
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
て
い
る
こ
と
）、
猫

を
市
内
で
飼
っ
て
い
る
人

○
迷
惑
防
止
対
策
な
ど
の
適
正

な
飼
養
管
理
が
で
き
る
人

○
管
理
状
況
の
立
入
検
査
、
照

会
に
協
力
で
き
る
人

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
申
請
方
法　

手
術
を
受
け
る

前
に
、
次
の
も
の
を
持
参
し

て
、
生
活
環
境
課
、
市
民
課
、

姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
印
か
ん

○
未
納
が
な
い
証
明
書
（
市
役

所
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
）

▼
注
意
事
項

○
１
世
帯
に
つ
き
年
度
毎
に
１

回
（
頭
）
分
ま
で
で
す
。

○
申
請
は
先
着
順
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
補
助
金
は
予
算

額
に
達
し
次
第
終
了
と
な
り

ま
す
。
電
話
な
ど
で
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
２
４

　

生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
す

る
人
に
対
し
て
、
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
機
器

①
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
：
乾

燥
ま
た
は
微
生
物
の
活
動
に

よ
り
、
生
ご
み
を
減
量
化
ま

た
は
分
解
す
る
電
動
式
の
も

の
（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
式
を

除
く
）。

②
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
：
屋
外

に
設
置
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
や

屋
内
に
設
置
す
る
密
閉
式
容

器
な
ど
で
生
ご
み
を
分
解
す

る
非
電
動
式
の
も
の
。

▼
補
助
金
額

①
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
：
購

入
金
額
の
２
分
の
１
（
３
万

円
を
限
度
）

②
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
：
購
入

金
額
の
２
分
の
１
（
１
万
円

を
限
度
）

▼
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住

し
て
い
る
人

○
購
入
機
器
を
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
人

○
使
用
状
況
の
立
入
検
査
、
照

会
に
協
力
で
き
る
人

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
申
請
方
法　

生
ご
み
処
理

機
器
を
購
入
す
る
前
に
、
次

の
も
の
を
持
参
し
て
、
生

活
環
境
課
、
市
民
課
、
姫
戸
・

龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
印
か
ん

○
購
入
予
定
の
生
ご
み
処
理
機

器
の
見
積
書

○
未
納
が
な
い
証
明
書
（
市
役

所
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
）

▼
注
意
事
項

○
過
去
５
年
間
に
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
世
帯
に
限

り
ま
す
。

○
補
助
金
は
、
予
算
額
に
達
し

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。
電

話
な
ど
で
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
２
４

　

家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
法
律
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
に
対
し
、
弁
護

士
が
指
導
・
助
言
を
行
い
、
そ

の
問
題
の
解
決
ま
た
は
解
決
の

糸
口
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

▼
日
時　

５
月
16
日
（
火
）
午

後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階
相

談
室

▼
相
談
方
法　

面
談
方
式
（
同

一
の
相
談
に
対
し
１
回
）

▼
時
間
・
費
用　

１
人
１
回
30

分
間
。
費
用
は
、無
料
で
す
。

▼
申
込
方
法　

完
全
予
約
制

※
電
話
で
の
申
し
込
み
に
限
り

ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　

生
活
環

境
課
市
民
・
福
祉
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
４

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、要
望
、

意
見
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

５
月
11
日
（
木
）

▽
大
矢
野　

午
後
１
時
〜
午
後

４
時　

大
矢
野
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

▽
松
島　

午
後
１
時
〜
午
後
４

時　

松
島
庁
舎

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
市

民
・
福
祉
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
４

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、
健
康
相
談
が
必
要

な
人
を
対
象
に
、
看
護
師
が
お

宅
を
訪
問
し
ま
す
。
医
療
機
関

の
受
診
の
仕
方
や
日
常
生
活
で

の
健
康
管
理
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

健
康
づ
く
り
推

進
課
国
保
事
業
係　

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
５
４

　

年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
18
日
（
木
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

▼
予
約　

市
役
所
各
窓
口
ま
た

は
健
康
づ
く
り
推
進
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中

　

待
ち
時
間
な
し
で
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金
手

帳
を
準
備
し
て
、
お
電
話
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

本
渡
年
金
事
務

所　

お
客
様
相
談
室

☎
０
９
６
９（
24
）２
１
１
２

　

契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
や
、
多
重
債
務
（
借
金
問

題
）
な
ど
の
消
費
全
般
に
関
す

る
ご
相
談
に
対
し
て
、
専
門
の

相
談
員
が
問
題
解
決
に
向
け
て

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜

午
後
１
時
を
除
く
）

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　

も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　

毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
会
議
室

・
開
設
日　

毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

相
談
・
申
請

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費

補
助
金

 

生
活
環
境
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
所

 

生
活
環
境
課

行
政
相
談

 

生
活
環
境
課

健
康
相
談 

健
康
づ
く
り
推
進
課

年
金
相
談 

健
康
づ
く
り
推
進
課

〈
有
料
広
告
〉

上天草市シルバー人材センター　新規会員募集
高齢者の健康づくりや生きがいづくり、社会参加を応援します。
●入 会 資 格：上天草市内在住の方で原則 60歳以上の健康で働く意欲のある方
●入会説明会：随時入会相談に対応いたします。お気軽にご連絡ください。
●主な就業内容：除草、剪定、大工、左官、屋内外の軽作業、家事援助、農作業など
■お問い合せ：上天草市大矢野町中3089番地1（公社）上天草市シルバー人材センター ☎0964-59-2228

高齢者の健康づくりや生きがいづくり、社会参加を応援します。

公益社団法人

募　
　

集

犬
・
猫
の
避
妊
去
勢
手
術

費
補
助
金

 

生
活
環
境
課

市のデータ
人　　口 28,455人（- 20）
男　　性 13,456人（-   2）
女　　性 14,999人（- 18）
世 帯 数 11,918戸（-   8）
市の面積 126.15㎢　
平成29年2月28日現在（　）は前月比

〈
有
料
広
告
〉
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information

▼
受
付
期
間　

平
成
30
年
１
月

31
日（
水
）ま
で（
先
着
順
）

▼
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
設
備
・
補
助
額

〇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
：
１

件
当
た
り
上
限
５
万
円

〇
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）：
１
件
当

た
り
上
限
10
万
円

〇
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
シ
ス
テ
ム

　

１
件
当
た
り
上
限
10
万
円

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）：
１
件
当
た
り

上
限
１
万
円

▼
補
助
対
象
者　

次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
個
人
。

〇
本
市
に
居
住
す
る
か
、
実
績

報
告
ま
で
に
対
象
住
宅
に
住

民
登
録
し
、
自
ら
居
住
す
る

専
用
住
宅
・
併
用
住
宅
（
賃

貸
用
を
除
く
）
に
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
設
置
す
る
人

〇
対
象
設
備
の
設
置
工
事
を

行
っ
て
い
な
い
人
（
既
設
シ

ス
テ
ム
の
増
設
は
対
象
外
）

〇
過
去
に
同
一
の
対
象
設
備
に

関
す
る
本
市
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人

〇
平
成
30
年
３
月
10
日
（
土
）

ま
で
に
、
対
象
設
備
の
設
置

を
完
了
で
き
る
人

〇
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
場
合
は
、
電
力
会
社

と
電
灯
契
約
・
余
剰
電
力
の

受
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
の
で

き
る
人

〇
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要

な
書
類
を
添
付
の
上
、
生
活

環
境
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。）
申
請

書
は
、
生
活
環
境
課
、
市
民

課
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
統
括
支

所
で
受
け
取
る
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
４
１

　

住
宅
の
改
築
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
や
廃
屋
の
解
体
費
用

の
一
部
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

▼
対
象
者

○
市
内
に
住
宅
を
所
有
し
、
居

住
し
て
い
る
人
（
廃
屋
の
所

有
者
を
除
く
）

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

（
世
帯
員
を
含
む
）

○
市
の
他
の
制
度
に
よ
る
補
助

金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人

▼
対
象
物
件

○
リ
フ
ォ
ー
ム
：
市
内
に
所

有
し
、
自
ら
居
住
し
て
い
る

住
宅

○
廃
屋
の
解
体
：
明
ら
か
に
居

住
ま
た
は
利
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
崩
壊
な
ど
の
危
険
、
周

辺
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
家
屋

▼
対
象
工
事

○
市
内
施
工
業
者
に
よ
る
増

築
、
改
築
、
補
修
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
・
廃
屋
の
解

体
工
事

○
交
付
決
定
後
に
着
手
す
る
工

事
で
、
平
成
30
年
３
月
10
日

（
土
）
ま
で
に
完
了
で
き
る

工
事

○
補
助
対
象
工
事
費
の
総
額
が

20
万
円
以
上
（
税
込
み
）
の

工
事

▼
補
助
金
額　

対
象
工
事
総
額

の
10
分
の
１
に
相
当
す
る
額

（
限
度
額
20
万
円
）

※
当
該
補
助
金
の
助
成
は
1
回

限
り
）

▼
受
付
期
間
・
方
法

○
４
月
17
日
（
月
）
か
ら
受
付

開
始
。
※
先
着
順
で
補
助
金

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
場
所　

松
島
庁
舎
都
市

整
備
課

※
書
類
審
査
の
た
め
都
市
整
備

課
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
請
様
式
な
ど
は
、
都
市
整

備
課
の
ほ
か
生
活
環
境
課
、

姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各
統
括
支
所
、

各
出
張
所
に
用
意
し
て
い

ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課
都

市
計
画
係

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
６
６

　

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
改
善
す
る
た

め
、
台
所
・
洗
濯
・
風
呂
な
ど

の
「
生
活
排
水
」
と
「
し
尿
」

を
併
せ
て
処
理
す
る
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
の
対
象　

次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
人

○
専
用
住
宅
（
小
規
模
店
舗
付

住
宅
は
、
住
宅
部
分
が
１
／

２
以
上
）
で
あ
る
こ
と

○
国
の
内
示
後
か
ら
平
成
30
年

３
月
末
ま
で
に
設
置
完
成
予

定
の
人

○
下
水
道
認
可
区
域
外
や
災
害

危
険
区
域
外
に
設
置
の
人

※
別
荘
・
店
舗
の
み
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予
算

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

浄
化
槽
補
助
金

事
前
申
込
書
を
都
市
整
備
課

ま
た
は
各
統
括
支
所
へ
提
出

※
申
込
用
紙
は
、都
市
整
備
課
、

各
統
括
支
所
に
あ
り
ま
す
。

▼
補
助
金
の
額　

 

○
５
人
槽　

33
万
２
０
０
０
円

○
７
人
槽　

41
万
４
０
０
０
円

○
10
人
槽　

54
万
８
０
０
０
円

▼
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

水
・
環
境
係

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
６
６

　

上
天
草
高
校
を
卒
業
し
た
人

で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

場
合
は
、
国
公
立
大
学
入
学
祝

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
要
件

○
卒
業
年
度
の
翌
年
度
か
ら
３

年
以
内
に
国
公
立
大
学
に
入

学
し
た
人

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
祝
金
の
額　

入
学
金
の
２
分

の
１
の
額
（
上
限
15
万
円
）

▼
申
請
方
法　

企
画
政
策
課
、

市
民
課
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
各

統
括
支
所
、
各
出
張
所
で
申

請
書
類
を
受
け
取
り
、
必
要

事
項
を
記
入
し
関
係
書
類
を

添
付
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

国
公
立
大
学
に

入
学
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

▼
提
出
・
問
合
せ
先　

企
画
政

策
課
企
画
統
計
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
１

　

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
大
矢
野
庁
舎
１
階
）
の
開
庁

時
間
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

変
わ
り
ま
し
た
。

▼
変
更
後　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時

※
開
庁
日
は
、月
〜
金
曜
日（
土

日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）。

▼
問
合
せ
先　

ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
９
６
４（
57
）４
５
１
０

　

住
家
へ
の
が
け
崩
れ
に
よ
る

土
砂
な
ど
に
つ
い
て
、
住
家
の

被
害
が
全
壊
・
半
壊
し
た
場
合

は
、
市
が
撤
去
を
行
い
ま
す

が
、
全
壊
・
半
壊
以
外
の
場
合

は
、
所
有
者
が
土
砂
な
ど
を
撤

去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
の
所
有
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
市
が
撤
去
に
係
る
費
用

を
一
部
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有

し
、
居
住
し
て
い
る
人

▼
対
象
物
件　

住
家
（
個
人
が

日
常
生
活
に
用
い
る
た
め
に

居
住
し
、
使
用
し
て
い
る
家

屋
。
た
だ
し
、
借
家
、
共
同

住
宅
、
空
家
な
ど
を
除
く
）

▼
対
象
条
件　

法
面
の
整
備
が

行
わ
れ
て
い
な
い
区
域
の
が

け
崩
れ
で
住
家
に
土
砂
な
ど

が
到
達
し
て
い
る
こ
と
。

▼
補
助
金
額　

対
象
経
費
の

50
％
以
内
（
５
万
円
以
上

１
０
０
万
円
以
下
）

▼
問
合
せ
先　

建
設
課
管
理
係

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
５
０

▼
申
告
所
得
税
な
ど
の
振
替

　

申
告
所
得
税
・
復
興
特
別
所

得
税
と
消
費
税
・
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、

預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し

と
な
る
「
振
替
納
税
」
が
便
利

で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
所
得
税
・
復
興
特
別
所

得
税
の
振
替
日　

４
月
20
日

（
木
）

▼
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
振
替
日　

４

月
25
日
（
火
）

▼
問
合
せ
先　

天
草
税
務
署

☎
０
９
６
９（
22
）２
５
１
０

国民年金の種別と手続き
　国民年金の加入者の種別は３つに
分かれています。
＜第１号被保険者＞

農林漁業・商業などの自営業者。学生や無職の人など
＜第２号被保険者＞
厚生年金に加入しているサラリーマンなど
＜第３号被保険者＞
第２号被保険者に扶養されている配偶者

保険料の納め方
　第１号被保険者は、月額 16,490 円（平成 29年度）
の保険料を自分で納めます。
　第２号被保険者は、厚生年金保険料に国民年金保険
料が含まれているため、会社などを通じて納めます。
　第３号被保険者は、配偶者が加入する年金制度が負
担するため、自分で納める必要はありません。

異動があった際の手続き
　第１号被保険者の手続きは、市の窓口で行います。
　第２号被保険者と第３号被保険者の手続きは、勤め
先の事業主などが行います。
　なお、第２号被保険者が 60 歳未満で退職すると、
第１号被保険者になるため、市の窓口で資格取得の手
続きを行うことになります。
　第３号被保険者が 60 歳未満で、①配偶者の退職、
②本人のパートなど収入の増加（130万円以上）③離
婚などの理由で被扶養配偶者でなくなると、第１号被
保険者になるため、必ず市の窓口で資格取得の手続き
を行ってください。

■問合せ・相談先
○本渡年金事務所　☎0969（24）2112
○市健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3375

年金で笑顔年年年年金金金ででで笑笑笑顔顔顔顔年金で笑顔年金で笑顔 住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
支
援

事
業

 

都
市
整
備
課

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
金

 

都
市
整
備
課

上
天
草
高
校
生
国
公
立

大
学
入
学
祝
金 

企
画
政
策
課

住
宅
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

設
置
費
補
助
金 

生
活
環
境
課

国
税
だ
よ
り

そ
の
他

上
天
草
市
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
時
間
変
更

 

産
業
政
策
課

が
け
崩
れ
に
よ
る
土
砂
撤
去

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

 

建
設
課
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市
が
実
施
す
る
前
島
地
区
交

差
点
整
備
工
事
（
松
島
町
）
に

お
い
て
、
建
設
発
生
土
（
岩

塊
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

残
土
（
岩
塊
）
の
受
入
地
が
不

足
し
て
い
ま
す
の
で
、
民
間
の

受
入
地
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

５
月
31
日（
水
）

ま
で

▼
要
件

〇
土
砂
発
生
場
所
か
ら
概
ね
20

㎞
以
内

〇
埋
立
土
量
３
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
以
上

〇
10
ｔ
ダ
ン
プ
で
搬
入
が
で
き

る
と
こ
ろ

〇
法
律
・
関
係
条
例
上
、
埋
立

な
ど
を
行
な
う
こ
と
が
可
能

な
と
こ
ろ

〇
土
地
境
界
、
排
水
の
影
響
、

隣
接
同
意
な
ど
に
問
題
が
無

い
と
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
建
設

課
の
審
査
に
よ
り
選
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

建
設
課
工
務
係

☎
０
９
６
９（
28
）３
３
７
１

▼
日
時

〇
６
月
８
日（
木
）９
時
〜
16
時

〇
６
月
９
日（
金
）９
時
30
分
〜

15
時
40
分

▼
会
場　

天
草
広
連
合
消
防
本

部
（
天
草
市
）

▼
受
講
料　

３
８
０
０
円

※
受
付
期
間
終
了
後
に
受
講
者

へ
納
付
書
を
郵
送
し
ま
す

▼
定
員　

60
人

▼
対
象
者　
天
草
管
内
居
住
者
・

勤
務
者

▼
申
込
書　

申
込
書
は
消
防
署

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
天

草
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
受
付
期
間　

４
月
17
日（
月
）

〜
24
日
（
月
）

▼
問
合
せ
先　

天
草
広
域
連
合

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
９
６
９（
22
）３
３
０
５

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。

巣
立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落

ち
て
い
る
の
を
見
か
け
た
場
合

は
、
近
く
に
姿
が
見
え
な
く
て

も
親
鳥
が
世
話
を
し
て
い
ま
す

の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
の

１
カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月

間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
野
生

鳥
獣
ま
た
は
鳥
類
の
卵
は
、
狩

猟
に
よ
る
捕
獲
、
許
可
を
受
け

た
も
の
以
外
は
、
原
則
と
し
て

そ
の
捕
獲
、
殺
傷
、
採
取
が
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

○
市
役
所
農
林
水
産
課

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
１
５

○
天
草
広
域
本
部
林
務
課

☎
０
９
６
９（
22
）４
３
５
９

　

平
成
29
年
6
月
1
日
（
木
）

か
ら
出
張
所
の
開
庁
時
間
を

変
更
し
ま
す
。

▼
変
更
後　

午
前
9
時
〜
午
後

4
時

▼
問
合
せ
先　

〇
維
和
出
張
所　

☎
０
９
６
４（
58
）０
０
０
１

○
阿
村
出
張
所

☎
０
９
６
９（
56
）０
０
３
１

介護予防・日常生活
支援総合事業が始ま
りました！

　市では４月から介護予防・日常生活支援総合事業
（総合事業）を始めました。これまで要支援１・２の
人が受けていた「ホームヘルプ」と「デイサービス」
が総合事業に移り、「訪問型サービス」と「通所型
サービス」になります。また、緩和型や生活支援サー
ビスも追加され、多様なサービスの選択ができるよ
うになりました。さらに、総合事業のサービスは、基
本チェックリストを受け、対象となった場合、要介護
認定を受けなくても利用ができます。
　総合事業が作られた背景には、少子高齢化が進
む中でも、高齢者が住み慣れた地域で安心して
自分らしく生活するためのシステム作りがありま
す。このシステムの中では、より「地域でのささ
えあい」や「自分の健康は自分で」という介護予
防が重要とされており、その役割が大きくなって
います。
　「利用できるサービスを聞きたい」など分から
ないことや相談がある場合には、地域包括支援セ
ンターにお問い合わせください。また、広報１月
号にも総合事業の利用の流れなどを掲載していま
すのでご覧ください。

■問合せ先　地域包括支援センター
　☎ 0969（28）3378

地
包

括 タ

す

地
包

す

地
包

括 タ

す

こ は
地地地

包包
括括括括括括括 タタタタタタタ

すすすすす

ここ ははこん
にちはこん
にちは

維
和
・
阿
村
・
教
良
木
河
内

出
張
所
の
開
庁
時
間
変
更

 

市
民
課

〇
教
良
木
河
内
出
張
所

☎
０
９
６
９（
57
）０
０
０
１

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名

①
工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約

者
③
契
約
者
住
所
④
契
約
金
額

⑤
工
事
（
委
託
）
期
間

□
２
月
14
日
入
札
分

▼
市
道
寺
尾
大
手
原
線
道
路
改

良
測
量
設
計
業
務
委
託

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
株
）明
進
測
量
設
計
上
天
草

営
業
所

③
松
島
町

④
89
万
６
４
０
０
円

⑤
２
月
〜
3
月

□
２
月
28
日
入
札
分

▼
教
良
木
上
野
々
川
地
区
単
県

治
山（
自
然
災
害
復
旧
）工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内 

②
天
栄
工
業（
株
）

③
松
島
町

④
４
３
２
万
円

⑤
３
月
〜
６
月

▼
林
道
白
嶽
線
災
害
復
旧
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②（
有
）山
口
海
運

③
姫
戸
町

④
１
５
０
万
５
５
２
０
円 

⑤
３
月
〜
４
月

▼
市
道
倉
江
線
道
路
災
害
復
旧

工
事

①
松
島
町
今
泉
地
区
内

②（
有
）松
原
技
建
工
業

③
松
島
町

④
１
４
６
万
８
８
０
０
円 

⑤
３
月
〜
４
月

□
３
月
７
日
入
札
分

▼
市
道
下
貫
産
床
線
道
路
災
害

復
旧
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②（
有
）竜
王
建
設

③
龍
ヶ
岳
町

④
６
８
６
万
８
８
０
０
円

⑤
３
月
〜
５
月

▼
市
道
下
老
岳
２
号
線
道
路
災

害
復
旧
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②（
株
）ク
リ
ー
ン
開
発

③
松
島
町

④
７
５
２
万
６
５
２
０
円

⑤
３
月
〜
７
月

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
契
約
検

査
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
３
３

　

４
月
の
組
織
改
正
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
移
動
し
ま
し
た
。

▼
監
理
課　

２
階
か
ら
３
階
に

【事業者向け】計量器の定期検査を行います
　取引や証明に使用する計量器は、計量法第19
条で2年に1回の定期検査を受けるよう義務付け
られています。該当する計量器をお持ちの人は受
験をお願いします。
■検査日時・場所

検査日 受付時間 検査場所

５月８日（月）

10：30～
11：30 湯島出張所

13：30～
15：00 大矢野庁舎

５月９日（火） 10：00～
15：00 大矢野庁舎

５月 10日（水）10：00～16：00
龍ヶ岳地域振興
センター

５月 11日（木）9：00～16：00
姫戸地域振興
センター

５月 12日（金）9：00～15：00 松島庁舎

（12時から13 時は除きます）

■持参物　計量器（質量計など）
■手数料　１台あたり５００円～２,２００円
■対象計量器
○商店などで商品の売買
に使用するはかり

○病院、薬局などで使用
している調剤用のはかり

○学校、病院、保育園な
どで使用している体重
測定用のはかり

○農協、漁協など流通物
資の集荷、出荷などに使用するはかり

○宅配など運送業者などが貨物の運賃算出用
に使用するはかり

○農業、漁業などの生産者が生産物などの売買
に使用するはかり

■問合せ先　産業政策課商工振興係
　☎ 0964（26）5532

建
設
発
生
土
（
岩
塊
）
の

受
入
地
を
募
集
し
ま
す

 

建
設
課

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
及
び

指
導
取
締
強
化
月
間

 

農
林
水
産
課

甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
会

入
札
情
報

 

監
理
課

大
矢
野
庁
舎
の
課
の
配
置

が
変
わ
り
ま
す

 

監
理
課

▼
産
業
政
策
課（
旧
産
業
雇
用

創
出
課
）　
２
階
か
ら
１
階
に

▼
問
合
せ
先　

監
理
課
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
４
７

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設（
南
風
苑
、

松
朗
園
、
翔
洋
苑
、
相
生
荘
、

き
ら
ら
の
里
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介

善
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、

タ
カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
創
作
菓
子

工
房
ア
ロ
ー
ム
、
西
山
カ
ラ
オ

ケ
教
室
、
濱
口
民
謡
教
室
、
阿

村
天
美
会
、
木
下
と
も
子
、
な

ご
み
、
大
矢
野
ひ
ょ
っ
と
こ
愛

笑
会
、
龍
ヶ
岳
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
猪
口
信
子
、
大
矢
野

民
協
Ｏ
Ｂ
ス
マ
ー
ト
会
、
龍
ヶ

岳
町
老
人
ク
ラ
ブ
洗
濯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
龍
ヶ
岳
図
書
館

　

２
月
号
の
広
報
ク
イ
ズ
に
は

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

当
選
者
に
は
地
域
の
特
産
品

を
お
届
け
し
ま
し
た
。

▼
当
選
者　

関
三
徳
さ
ん
（
松

島
町
）、福
田
富
子
さ
ん
（
松

島
町
）

▼
問
合
せ
先　

総
務
課
秘
書
広

報
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
２
５

広
報
ク
イ
ズ
正
解
者
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information

■
組
織
の
変
更

▼
総
務
企
画
部

〇
総
務
課
の
総
括
係
を
「
総
務

法
制
係
」
に
、
行
革
・
人
事
係

を
「
人
事
係
」
に
名
称
変
更

〇
企
画
政
策
課
の
地
域
振
興
係

を
「
企
画
統
計
係
」
に
名
称
変

更
、
政
策
推
進
係
を
廃
止
し
、

「
地
方
創
生
推
進
室
」
と
「
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
」
を

設
置
、
情
報
推
進
室
の
所
管
を

総
務
課
に
変
更
、
番
号
制
度
推

進
室
を
廃
止

〇
監
理
課
の
管
財
係
を
「
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
係
」
に
名

称
変
更

▼
経
済
振
興
部

〇
産
業
雇
用
創
出
課
の
企
業
誘

致
・
産
業
支
援
係
と
６
次
産
業

推
進
係
を
廃
止
し
、「
ふ
る
さ

と
納
税
係
」、「
産
業
創
出
係
」、

「
商
工
振
興
係
」
を
設
置
、
課

名
を
「
産
業
政
策
課
」
に
変
更

▼
建
設
部

〇
建
設
課
の
工
務
１
係
と
工
務

２
係
を
統
合
し
、「
工
務
係
」

に
名
称
変
更

〇
都
市
整
備
課
の
都
市
計
画
・

住
宅
係
を
「
都
市
計
画
係
」
に
、

水
環
境
係
を
「
都
市
整
備
係
」

に
名
称
変
更

▼
市
民
生
活
部

〇
生
活
環
境
課
の
市
民
係
と
福

祉
係
を
統
合
し
、「
市
民
・
福

祉
係
」
に
名
称
変
更

〇
税
務
課
の
徴
収
係
を「
管
理
・

徴
収
係
」
に
名
称
変
更

▼
健
康
福
祉
部

〇
高
戸
保
育
園
を
廃
止

〇
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
廃
止

（
行
政
委
員
会
等
）

〇
会
計
課
に
「
会
計
係
」
を
設

置■
４
月
１
日
付
け
異
動

※
（　

）
は
前
職

▼
部
長
級　

▽
市
民
生
活
部
長

　

舛
本
伸
弘
（
教
育
部
長
）
▽
教

育
部
長　

中
文
近
（
学
務
課
長
）

▼
課
長
級　

▽
観
光
お
も
て
な

し
課
長　

前
方
正
広
（
総
務
課

長
補
佐
兼
危
機
管
理
防
災
室
長
）

▽
産
業
政
策
課
長　

水
野
博
之

（
産
業
雇
用
創
出
課
長
）
▽
生
活

環
境
課
長　

木
本
昌
亮
（
会
計

管
理
者
兼
課
長
）
▽
市
民
課
長

　

宮
﨑
誠
吾
（
観
光
お
も
て
な

し
課
長
補
佐
兼
観
光
総
務
係
長
）

▽
健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

舩

元
惠
美
子
（
福
祉
課
長
補
佐
）

▽
学
務
課
長　

赤
瀬
耕
作
（
観

光
お
も
て
な
し
課
長
）
▽
会
計

管
理
者
兼
課
長　

堀
川
雅
輔（
天

草
広
域
連
合
派
遣
終
了
）

▼
審
議
員　

▽
学
務
課
教
育
審

議
員
兼
指
導
係
長　

田
﨑
正
明

（
熊
本
県
か
ら
）

▼
課
長
補
佐
級　

▽
総
務
課
長

補
佐　

佐
藤
始
（
企
画
政
策
課

政
策
推
進
係
長
）
▽
総
務
課
長

補
佐
兼
危
機
管
理
防
災
室
長　

岡
元
宏
洋
（
産
業
雇
用
創
出
課

長
補
佐
）
▽
総
務
課
情
報
推
進

室
長　

山
口
千
重
（
企
画
政
策

課
情
報
推
進
室
長
兼
番
号
制
度

推
進
室
長
）
▽
財
政
課
長
補
佐

　

蘇
畑
康
生
（
熊
本
県
か
ら
）

▽
企
画
政
策
課
長
補
佐
兼
地
方

創
生
推
進
室
長
▽
迫
本
潤
一
郎

（
農
林
水
産
課
長
補
佐
）
▽
企

画
政
策
課
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
室
長　

光
瀬
一
郎
（
企
画

政
策
課
長
補
佐
）
▽
監
理
課
長

補
佐　

福
田
貴
夫
（
総
務
課
総

括
係
長
）
▽
農
林
水
産
課
長
補

佐　

宮
﨑
真
司
（
農
林
水
産
課

農
業
振
興
係
長
）
▽
観
光
お
も

て
な
し
課
長
補
佐
兼
観
光
総
務

係
長　

山
川
康
興
（
観
光
お
も

て
な
し
課
観
光
振
興
係
長
）
▽

産
業
政
策
課
長
補
佐　

藤
川
勝

利
（
組
合
専
従
終
了
）
▽
都
市

整
備
課
長
補
佐　

海
﨑
竜
也

（
議
会
事
務
局
長
補
佐
）
▽
市

民
課
長
補
佐
兼
阿
村
出
張
所
長

兼
教
良
木
河
内
出
張
所
長　

本

多
宏
行
（
教
良
木
河
内
出
張
所

長
）
▽
福
祉
課
長
補
佐　

松
原

繁
行
（
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民

係
長
）　

▽
学
務
課
長
補
佐　

中
田
光
治
（
総
務
課
長
補
佐
）

▽
会
計
課
長
補
佐　

鬼
塚
佐
栄

子
（
阿
村
出
張
所
長
）
▽
議
会

事
務
局
長
補
佐　

松
尾
伸
之

（
学
務
課
長
補
佐
）

▼
係
長
・
主
幹
の
職　

▽
総
務

課
総
務
法
制
係
長　

佐
藤
文

彦
（
財
政
課
）
▽
総
務
課
人
事

係
長　

川
本
宜
史
（
水
道
局
庶

務
係
長
）
▽
総
務
課
情
報
推
進

室　

藤
本
賢
（
企
画
政
策
課
情

報
推
進
室
）
▽
企
画
政
策
課
企

画
統
計
係
長　

古
賀
忠
明
（
企

画
政
策
課
地
域
振
興
係
長
）
▽

企
画
政
策
課
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
室　

鍬
釣
仁
（
農
業
委

員
会
）
▽
監
理
課
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
係
長　

島
﨑
克
明

（
監
理
課
管
財
係
長
）
▽
監
理

課
契
約
検
査
係
長　

小
浦
嘉
彦

（
農
林
水
産
課
水
産
振
興
係
長
）

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係
長

　

松
下
伊
津
子（
農
林
水
産
課
）

▽
農
林
水
産
課
耕
地
・
林
務
係

長　

瀬
脇
和
弘
（
監
理
課
契
約

検
査
係
長
）
▽
農
林
水
産
課
水

産
振
興
係
長　

山
下
秀
文
（
建

設
課
工
務
２
係
長
）
▽
農
林
水

産
課　

福
田
法
明
（
生
活
環
境

課
）
▽
観
光
お
も
て
な
し
課
観

光
振
興
係
長　

入
口
紘
光
（
観

光
お
も
て
な
し
課
）
▽
観
光
お

も
て
な
し
課　

園
田
健
吾
（
総

務
課
危
機
管
理
防
災
室
）

▽
産
業
政
策
課
ふ
る
さ
と
納
税

係
長　

高
橋
祐
紀
（
産
業
雇
用

創
出
課
企
業
誘
致
・
産
業
支
援

係
長
）
▽
産
業
政
策
課
産
業
創

出
係
長　

荒
木
勝
樹
（
産
業
雇

用
創
出
課
６
次
産
業
推
進
係

長
）
▽
産
業
政
策
課
商
工
振
興

係
長　

濵
田
忠
（
生
活
環
境
課

環
境
衛
生
係
長
）
▽
産
業
政
策

課　

山
川
葉
子
（
産
業
雇
用
創

出
課
）
▽
建
設
課
工
務
係
長　

磯
田
哲
次
（
建
設
課
工
務
１
係

長
）
▽
都
市
整
備
課
都
市
計
画

係
長　

木
下
修
司
（
都
市
整
備

課
都
市
計
画
・
住
宅
係
長
）
▽

都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
長　

中
﨑
亮
（
学
務
課
施
設
係
長
）

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
長

　

坂
本
理
加
子
（
龍
ヶ
岳
統
括

支
所
市
民
係
長
）
▽
生
活
環
境

課
市
民
・
福
祉
係
長　

中
田
智

子
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子

保
健
係
長
）
▽
税
務
課
管
理
・

徴
収
係
長　

松
本
憲
昭
（
税
務

課
徴
収
係
長
）
▽
税
務
課
市
民

税
係
長　

久
具
誠
（
水
道
局
）

▽
税
務
課　

山
田
裕
之
（
農
林

水
産
課
）
▽
市
民
課
総
務
係

長
兼
市
民
係
長　

佐
々
木
幹

一
（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
保
険

給
付
管
理
係
長
）
▽
市
民
課　

赤
穗
幾
朗
（
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
長
）
▽
龍
ヶ
岳
統
括
支
所

市
民
係
長　

平
井
義
郎
（
農
林

水
産
課
耕
地
・
林
務
係
長
）
▽

龍
ヶ
岳
統
括
支
所　

松
尾
隆
太

（
企
画
政
策
課
番
号
制
度
推
進

室
）
▽
福
祉
課
福
祉
政
策
係
長

　

友
添
真
也
（
総
務
課
行
革
・

人
事
係
長
）
▽
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
長　

松
岡
文
子
（
税
務

課
市
民
税
係
長
）
▽
健
康
づ
く

り
推
進
課
母
子
保
健
係
長　

赤

木
貴
子
（
生
活
環
境
課
福
祉
係

長
）
▽
健
康
づ
く
り
推
進
課　

山
内
浩
子
（
福
祉
課
）
▽
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
課
保
険
給
付
管
理

係
長　

岩
﨑
優
志
（
健
康
づ
く

り
推
進
課
）
▽
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
課　

嶽
本
欣
也
（
天
草
広
域

連
合
派
遣
終
了
）
▽
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
課　

黒
田
賢
臣
（
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
▽
学
務
課
施
設

係
長　

松
本
浩
平
（
建
設
課
）

▽
会
計
課
会
計
係
長　

倉
橋
伸

太
郎
（
都
市
整
備
課
水
環
境
係

長
）
▽
水
道
局
庶
務
係
長　

川

端
直
（
企
画
政
策
課
情
報
推
進

室
）
▽
農
業
委
員
会
事
務
局　

吉
本
博
明（
監
査
委
員
事
務
局
）

▽
監
査
委
員
事
務
局　

田
嶋
伯

朗
（
産
業
雇
用
創
出
課
）

▼
参
事
・
主
事
等
の
職　

▽
総

務
課　

米
田
耕
一
郎
（
企
画
政

策
課
）
▽
総
務
課　

小
島
潤

（
企
画
政
策
課
）
▽
総
務
課　

佐
々
木
謙
吉
（
熊
本
県
派
遣
終

了
）
▽
総
務
課
危
機
管
理
防
災

室　

松
山
浩
利
（
福
祉
課
）
▽

総
務
課
情
報
推
進
室　

中
松
大

喜
（
市
民
課
）
▽
総
務
課
情
報

推
進
室　

直
理
卓
也
（
企
画
政

策
課
）
▽
財
政
課　

岩
本
竜

二
（
税
務
課
）
▽
財
政
課　

宮

﨑
有
理
子
（
学
務
課
）
▽
企
画

政
策
課
地
方
創
生
推
進
室　

橋

本
進
之
介
（
観
光
お
も
て
な
し

課
）
▽
企
画
政
策
課
地
方
創
生

推
進
室　

久
具
尚
貴
（
健
康
づ

く
り
推
進
課
）
▽
企
画
政
策
課

地
方
創
生
推
進
室　

塩
平
美
月

（
財
政
課
）
▽
企
画
政
策
課
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室　

碇

憲
樹
（
建
設
課
）
▽
企
画
政
策

課
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

　

松
本
大
紀
（
農
林
水
産
課
）

▽
監
理
課　

山
下
祐
一
郎
（
社

会
教
育
課
）
▽
農
林
水
産
課　

岩
本
健
太
郎
（
建
設
課
）
▽
農

林
水
産
課　

植
田
大
志
（
福
祉

課
）
▽
農
林
水
産
課　

坂
口
慧

輔
（
新
規
採
用
）
▽
農
林
水
産

課　

前
川
和
彦
（
新
規
採
用
）

▽
観
光
お
も
て
な
し
課　

四
丸

雄
介
（
福
祉
課
）
▽
観
光
お
も

て
な
し
課　

橋
口
友
輔
（
熊
本

県
派
遣
終
了
）
▽
産
業
政
策
課

　

寺
中
寛
人
（
企
画
政
策
課
）

▽
産
業
政
策
課　

梅
本
祐
矢

（
産
業
雇
用
創
出
課
）
▽
産
業

政
策
課　

宮
﨑
克
也
（
新
規
採

用
）▽
建
設
課　

直
江
貴
明（
生

活
環
境
課
）
建
設
課　

橋
本
祥

太
（
産
業
雇
用
創
出
課
）
▽
建

設
課　

山
口
颯
太（
新
規
採
用
）

▽
建
設
課　

浦
田
和
孝
（
新
規

採
用
）
▽
都
市
整
備
課　

舩
田

桂
（
建
設
課
）
▽
都
市
整
備
課

　

大
塚
大
剛
（
社
会
教
育
課
）

都
市
整
備
課　

竹
川
公
美
子

（
新
規
採
用
）
▽
生
活
環
境
課

　

梅
野
隆（
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
）

▽
生
活
環
境
課　

渡
辺
夕
海

（
育
児
休
業
終
了
）
▽
生
活
環

境
課　

東
山
裕
（
税
務
課
）
▽

生
活
環
境
課　

山
本
真
奈
（
新

規
採
用
）
▽
税
務
課　

山
下
正

太
（
都
市
整
備
課
）
▽
税
務
課

　

山
口
洋
徳
（
新
規
採
用
）
▽

市
民
課　

西
洋
子
（
生
活
環
境

課
）
▽
維
和
出
張
所　

平
野
洋

二
（
再
任
用
）
▽
阿
村
出
張
所

　

鬼
塚
昭
彦
（
再
任
用
）
▽
教

良
木
河
内
出
張
所　

福
丸
功

（
再
任
用
）
▽
大
道
出
張
所　

山
隅
昌
幸
（
再
任
用
）
▽
樋
島

出
張
所　

大
塚
扶
美
枝
（
再
任

用
）▽
福
祉
課　

田
中
英
二（
健

康
づ
く
り
推
進
課
）
▽
福
祉
課

　

寺
美
有
希
（
健
康
づ
く
り
推

進
課
）▽
福
祉
課　

西
健
太（
生

活
環
境
課
）
▽
福
祉
課　

渕
上

大
（
新
規
採
用
）
▽
健
康
づ
く

り
推
進
課　

何
川
文
敏
（
総
務

課
）
▽
健
康
づ
く
り
推
進
課　

濵
﨑
裕
介
（
上
天
草
総
合
病
院

派
遣
）
▽
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

平
岡
志
穂
（
新
規
採
用
）
▽

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課　

福
田
香

澄
（
企
画
政
策
課
）
▽
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
課　

木
下
芽
彩
（
新

規
採
用
）
▽
学
務
課　

山
城
千

晶
（
税
務
課
）
▽
社
会
教
育
課

　

今
田
太
（
企
画
政
策
課
情
報

推
進
室
）
▽
社
会
教
育
課　

山

口
駿
（
新
規
採
用
）
▽
社
会
教

育
課　

山
辺
和
也（
新
規
採
用
）

▽
水
道
局　

西
原
一
雄
（
建
設

課
）▽
水
道
局　

西
村
雄
剛（
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
▽
水
道
局　

福
田
豊
和（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

▼
保
育
園
（
福
祉
課
）　

▽
教

良
木
保
育
園
主
任
保
育
士　

水

野
み
ど
り
（
高
戸
保
育
園
）
▽

大
道
保
育
園
主
任
保
育
士　

森

野
昌
子
（
教
良
木
保
育
園
主
任

保
育
士
）
▽
大
道
保
育
園　

小

田
千
穂
（
新
規
採
用
）
▽
大
道

保
育
園　

五
嶋
朋
（
新
規
採

用
）
▽
樋
島
保
育
園
長　

池
上

春
美
（
大
道
保
育
園
主
任
保
育

士
）
▽
樋
島
保
育
園　

秋
月
克

敏
▽
樋
島
保
育
園　

東
山
寛
子

（
新
規
採
用
）

▼
学
校
（
学
務
課
）　

▽
姫
戸

中
学
校　

堀
川
義
國
（
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
▽
今
津
小
学
校　

植
里
茂
美（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

▽
教
良
木
小
学
校　

渡
辺
園
世

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
▽
姫
戸

小
学
校　

宮
田
美
保
（
高
戸
保

育
園
）
▽
龍
ヶ
岳
小
学
校　

惣

田
恵
美
子（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

▼
派
遣
・
出
向　

▽
上
天
草
総

合
病
院　

尾
﨑
忠
男
（
健
康
づ

く
り
推
進
課
長
）
▽
一
般
社
団

法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

鬼
塚
正
二
（
総
務
課
）
▽
熊
本

県　

益
田
誠
也
（
総
務
課
）
▽

熊
本
地
震
被
災
自
治
体
（
益
城

町
）　

塚
本
悠
太
（
税
務
課
）

▽
天
草
広
域
連
合　

桑
原
友
和

（
観
光
お
も
て
な
し
課
）
▽
天

草
広
域
連
合　

山
本
洋
治
（
派

遣
延
長
）

▼
派
遣
終
了　

▽
熊
本
県　

森

亮
子
（
財
政
課
審
議
員
）

■
３
月
31
日
付
退
職

▽
緒
方
雅
文（
市
民
生
活
部
長
）

福
丸
功
（
生
活
環
境
課
長
）
▽

鬼
塚
ふ
き
子
（
市
民
課
長
）
▽

鬼
塚
昭
彦
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム

長
）
▽
長
瀨
隆
夫
（
会
計
課
長

補
佐
）
▽
丸
尾
美
和
子
（
高
戸

保
育
園
長
）
▽
浦
下
静
香
（
樋

島
保
育
園
長
）
▽
佐
々
木
亮
治

（
水
道
局
）
▽
福
田
博
子
（
阿

村
小
学
校
）▽
川
口
る
り
子（
市

民
課
係
長
）
▽
森
野
高
暢
（
会

計
課
）
▽
藤
川
清
美
（
高
戸
保

育
園
主
任
保
育
士
）
▽
矢
野
賢

作
（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
）
▽

上
元
理
惠
（
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

課
）
▽
山
本
弘
美
（
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
▽
福
嶋
光
浩
（
学
務

課
教
育
審
議
員
）

■
問
合
せ
先　

総
務
課
人
事
係

☎
０
９
６
４（
26
）５
５
２
７

市
組
織
変
更
・
職
員
人
事
異
動

 

総
務
課
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高額療養費の自己負担限度額が変わります 

　平成29年８月診療分から、国民健康保険の被保
険者（70歳以上）と後期高齢者医療保険の被保険
者の高額療養費の自己負担限度額が変更（網掛け部
分）になります。
■現役並み所得者　
　外来療養に係る自己負担限度額は、４万４,４００
円から５万７,６００円に引き上げられます。
■一般所得者
　外来療養に係る自己負担限度額は、１万２,０００
円から１万４,０００円に引き上げられます。新たに、
自己負担額の年間の合計額に対して１４万４,０００
円の自己負担限度額が設けられます。
　入院療養に係る自己負担限度額は、４万４,４００
円から５万７,６００円に引き上げられます。新たに、
多数該当４万４,４００円の自己負担限度額が設け
られます。

【平成 29年８月診療分から】

区分 外来+入院（世帯）
外来（個人）

現役並み 57,600 円 80,100 円 +１％
<44,400 円 >

一般
14,000 円

（年間 14.4 万円
上限）

57,600 円
<44,400 円 >

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ 15,000 円
※低所得者Ⅰ・Ⅱは、変更ありません。
※＜　＞…多数該当
■問合せ先
　健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3354

平成 29年度は保険料の軽減内容が見直されます。
　所得が低い人や被用者保険加入者（※）に扶養されていた人の保険料は、継続して軽減されますが、
一部軽減割合が見直されます。（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。
■保険料の計算方法

保険料額（年額）
※年額 57万円が上限です

＝ 均 等 割 額
47,900 円 ＋

所　得　割　額
〔　総所得金額等－ 33万円（基礎控除）　〕

　×　所得割率　9.26％

所得が低い人の軽減
◆保険料の均等割額の軽減≪ 5割・2割軽減対象者の拡大≫
　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

「基礎控除額（33万円）」＋「27 万円×世帯　　　　　　　保険料の均等割額を５割軽減
の被保険者数」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」＋「49 万円×世帯　　　　　　　保険料の均等割額を２割軽減
の被保険者数」を超えない世帯

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減≪ 5割軽減→ 2割軽減へ見直し≫
　被保険者の総所得金額等が
「基礎控除（33万円）」＋ 58万円　を超えない人の保険料所得割額

平成 28年度　　５割軽減　　　　　　　平成 29年度　　２割軽減

被用者保険加入者に扶養されていた人の軽減≪９割軽減→７割軽減へ見直し≫

平成 28年度　均等割額９割軽減
（所得割額はかかりません）

平成 29年度　均等割額７割軽減
（所得割額はかかりません）

後期高齢者

医療費被保険者へお知らせ

NEW FACE
平成29年度　市役所新規採用職員紹介

氏名（ふりがな）　所属　①趣味　②意気込み

前
まえかわ

川　和
かずひこ

彦
①野球
②上天草市のより一層の発
展のために、一生懸命頑
張ります。よろしくお願い
します。

農林水産課

山
やまぐち

口　颯
そう た

太
①ソフトテニス
②上天草市のため、自分に
できる事を精一杯頑張り
ます！

建　設　課

渕
ふちがみ

上　大
だい

①魚釣り、スポーツ（バス
ケットボール、野球）

②立派な職員になれるよ
う、元気良く前向きに励
んでいきます。

福　祉　課

小
お だ

田　千
ち ほ

穂
①スポーツ観戦、料理
②先輩方にご指導いただき
ながら、職場や地域に
貢献できるよう努力しま
す。

大道保育園

坂
さかぐち

口　慧
けいすけ

輔
①ドライブ
②職員としての自覚を持
ち、責任ある行動をして
いきます。

農林水産課

竹
たけがわ

川　公
く み こ

美子
①映画鑑賞
②市民の皆様が暮らしやす
いまちづくりに務めてい
きたいです。

都市整備課

平
ひらおか

岡　志
し ほ

穂
①お菓子作り
②住民の方が暮らしやすい
市になるよう仕事を頑張
ります。

健康づくり推進課

五
ごと う

嶋　朋
とも

①料理、スポーツ、音楽鑑
賞
②子ども達が笑顔で登園し
てくれるようなクラスを
作りたいです。

大道保育園

宮
みやざき

﨑　克
かつ や

也
①野球観戦（特にソフトバ
ンクホークス）
②市民の皆様のお役に立て
るように精一杯頑張りま
す。

産業政策課

山
やまもと

本　真
ま な

奈
①音楽鑑賞
②新たな環境で戸惑うこと
もあると思いますが、精
一杯頑張ります！

生活環境課

木
きのした

下　芽
め い

彩
①体を動かすこと
②全体の奉仕者としての自
覚を持ち、信頼される職
員になります。

高齢者ふれあい課

山
やまぐち

口　駿
しゅん

①読書、散歩、散策
②市民に頼ってもらえる職
員目指して頑張ります！

社会教育課

山
やまべ

辺　和
かずや

也
①スポーツ、将棋、ゲーム
②仕事を早く覚えて自分の
やれることを精一杯頑張
ります！

社会教育課

浦
うらた

田　和
かずたか

孝
①ソフトテニス
②市のため、市民のため、
気合いを入れて頑張りま
す！！

建　設　課

山
やまぐち

口　洋
ひろのり

徳
①音楽、映画鑑賞、魚釣り
②上天草市発展のため、一
生懸命頑張りますので宜
しくお願いします。

税　務　課

東
ひがしやま

山　寛
ひろ こ

子
①料理、ＤＶＤ鑑賞
②子供達と一緒に元気に遊
んでたくさん笑いたいで
す。頑張ります。

樋島保育園



子ども医療費助成制度の
対象年齢を拡大します
　子どもの健康の向上と子育て環境の充実を図
ることを目的として、子どもに対する医療費の
一部負担金を助成していますが、さらなる子育
て世帯の負担軽減のため、平成 29年６月診療
分から助成対象年齢を「小学６年生まで」から
「中学３年生まで」に引上げます。
　小学６年生までで「子ども医療費受給者証」
をお持ちの人には、５月中に「受給者証」を送
付しますので、６月１日から市内の医療機関を
受診するときは、新しい受給者証を窓口に提示
してください。

　新たに対象となる人（中学１～３年生）には、
４月中に申請書を送付しますので、申請してく
ださい。申請手続き後、受給者証を送付します。
■問合せ先　福祉課子育て支援係
　☎ 0969（28）3351

春
。
旅
立
ち

　

３
月
、
市
内
の
小
中
学
校
、
上
天
草
高
校
、
上
天
草

看
護
専
門
学
校
で
卒
業
式
が
あ
り
、
多
く
の
児
童
・
生

徒
が
卒
業
し
ま
し
た
。
姫
戸
中
で
は
在
校
生
の
「
門
出

の
歌
」
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
卒
業
生
22
人
が
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。① ②

③ ④ ⑤

①、③ 龍ヶ岳小
④、⑤ 姫戸中
② 上天草高

▽
こ
の
度
、
４
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
取
材
な
ど
を
と
お
し
て
た
く
さ
ん
の
方

と
繋
が
り
、
楽
し
み
な
が
ら
、
笑
顔
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
！
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

（
Ａ
）

▽
４
月
の
人
事
異
動
で
広
報
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
上
天
草
の
他
、
市
Ｈ
Ｐ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
上
天
草

の
担
当
と
な
り
ま
す
。
市
内
外
に
発
信
し
た
い
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
Ｊ
）

▽
４
月
に
異
動
し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
上
天
草
の

担
当
も
代
わ
り
ま
す
が
、
今
後
も
ぜ
ひ
楽
し
み
に
ご

覧
く
だ
さ
い
！
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
何
川
）

▽
４
月
号
で
広
報
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
か
ら
教
わ
る
こ
と
ば
か
り
の
３
年
間
。

取
材
に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
上
天
草
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
泉
田
）




